
関
西

の
評

価
＜

ブ
ラ

ン
ド

資
産

＞
表

　
関

西
の

評
価

＜
ブ

ラ
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ド
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（
非

常
に

そ
う

思
う

）
【
Ｑ

１
４

（
各

単
一

回
答

）
】
Ｔ

Ｏ
Ｐ

１
Ｂ

Ｏ
Ｘ

北 　 米

ヨ ー ロ ッ パ

ア ジ ア

そ の 他

現 居 住

以 前 居 住

非 居 住 経 験 ・

来 訪 経 験 あ り

非 居 住 経 験 ・

来 訪 経 験 な し

回
収

数
( 
3
1
6
 )

( 
6
2
 )

( 
5
4
 )

( 
1
1
1
 )

( 
8
9
 )

( 
1
0
9
 )

( 
4
9
 )

( 
1
2
4
 )

( 
3
2
 )

古
や

歴
史

を
感

じ
さ

せ
る

場
所

が
あ

る
7
2
.8

7
7
.4

8
3
.3

6
8
.5

6
8
.5

7
9
.8

6
9
.4

7
4
.2

5
0
.0

歴
史

的
な

街
並

み
が

残
っ

て
い

る
5
8
.9

6
4
.5

6
3
.0

6
1
.3

4
9
.4

6
1
.5

5
5
.1

6
2
.9

4
0
.6

伝
統

文
化

の
保

存
に

積
極

的
で

あ
る

5
0
.0

5
3
.2

4
4
.4

5
0
.5

5
0
.6

5
3
.2

4
6
.9

5
3
.2

3
1
.3

歴
史

上
有

名
な

ス
ト

ー
リ

ー
が

あ
る

4
1
.8

4
3
.5

4
4
.4

3
9
.6

4
1
.6

3
9
.4

5
5
.1

4
3
.5

2
1
.9

歴
史

上
有

名
な

人
物

を
輩

出
し

て
い

る
3
7
.0

4
0
.3

3
7
.0

3
3
.3

3
9
.3

3
9
.4

4
4
.9

3
7
.9

1
2
.5

美
し

い
街

並
み

が
あ

る
3
6
.7

2
1
.0

3
8
.9

3
6
.0

4
7
.2

3
4
.9

3
8
.8

3
9
.5

2
8
.1

良
質

の
温

泉
が

あ
る

3
3
.9

2
9
.0

4
4
.4

3
0
.6

3
4
.8

3
8
.5

4
2
.9

2
7
.4

2
8
.1

美
し

い
公

園
や

自
然

施
設

が
あ

る
4
7
.2

4
6
.8

5
5
.6

4
3
.2

4
7
.2

4
5
.9

4
4
.9

5
1
.6

3
7
.5

地
域

で
受

け
継

が
れ

て
い

る
生

活
文

化
が

あ
る

2
7
.8

3
3
.9

2
2
.2

2
9
.7

2
4
.7

2
7
.5

3
0
.6

2
9
.8

1
8
.8

研
究

所
が

充
実

し
て

い
る

2
6
.3

9
.7

2
7
.8

1
8
.9

4
6
.1

3
0
.3

2
4
.5

2
5
.8

1
8
.8

教
育

機
関

が
充

実
し

て
い

る
2
5
.9

1
1
.3

2
5
.9

2
4
.3

3
8
.2

2
6
.6

2
6
.5

2
6
.6

2
1
.9

医
療

・
福

祉
機

関
が

充
実

し
て

い
る

1
7
.1

6
.5

9
.3

1
4
.4

3
2
.6

2
2
.0

1
8
.4

1
4
.5

6
.3

働
く
場

が
充

実
し

て
い

る
2
0
.6

1
1
.3

1
6
.7

1
9
.8

3
0
.3

2
8
.4

1
0
.2

1
8
.5

1
8
.8

経
済

・
商

業
の

中
心

と
な

る
産

業
が

あ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

貢
献

し
て

い
る

2
0
.3

0
.0

1
3
.0

2
5
.2

3
2
.6

2
0
.2

2
2
.4

2
0
.2

1
5
.6

地
域

内
で

の
交

通
機

関
が

発
達

し
て

い
て

、
移

動
に

便
利

だ
3
8
.3

3
3
.9

4
0
.7

2
8
.8

5
1
.7

5
0
.5

4
0
.8

3
2
.3

1
5
.6

最
先

端
技

術
の

産
業

が
集

積
し

て
い

る
1
6
.5

8
.1

7
.4

1
2
.6

3
2
.6

1
9
.3

1
6
.3

1
3
.7

1
8
.8

居
住

費
や

家
賃

が
高

い
2
0
.3

1
7
.7

2
0
.4

1
5
.3

2
8
.1

3
0
.3

1
4
.3

1
2
.9

2
5
.0

独
自

の
技

術
を

持
っ

た
会

社
が

た
く
さ

ん
あ

る
1
5
.8

1
1
.3

3
.7

1
4
.4

2
8
.1

1
9
.3

1
4
.3

1
3
.7

1
5
.6

伝
統

的
な

郷
土

料
理

が
あ

る
4
5
.9

6
6
.1

6
1
.1

3
5
.1

3
6
.0

4
5
.0

5
3
.1

4
9
.2

2
5
.0

食
べ

物
が

お
い

し
い

4
8
.7

7
1
.0

6
3
.0

3
8
.7

3
7
.1

5
0
.5

6
5
.3

4
6
.8

2
8
.1

お
い

し
い

料
理

屋
が

あ
る

4
7
.5

5
8
.1

5
7
.4

4
3
.2

3
9
.3

5
1
.4

5
7
.1

4
5
.2

2
8
.1

そ
の

地
域

を
代

表
す

る
食

べ
物

が
あ

る
5
0
.6

7
5
.8

5
3
.7

4
5
.0

3
8
.2

5
2
.3

6
1
.2

4
9
.2

3
4
.4

地
域

固
有

の
特

産
品

(農
産

物
、

海
産

物
、

畜
産

物
、

酒
な

ど
）
が

あ
る

3
9
.9

4
8
.4

5
0
.0

3
3
.3

3
6
.0

3
9
.4

4
6
.9

4
1
.1

2
5
.0

日
常

生
活

の
中

で
環

境
に

配
慮

し
た

行
動

が
根

付
い

て
い

る
1
1
.1

6
.5

3
.7

1
0
.8

1
9
.1

1
2
.8

6
.1

1
2
.1

9
.4

美
し

く
豊

か
な

自
然

が
あ

る
2
9
.4

2
7
.4

2
5
.9

2
7
.9

3
4
.8

2
6
.6

3
0
.6

3
2
.3

2
5
.0

地
球

環
境

保
全

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

地
域

で
あ

る
1
2
.3

1
.6

3
.7

1
5
.3

2
1
.3

1
6
.5

8
.2

1
2
.1

6
.3

身
近

に
公

園
や

緑
が

あ
る

1
8
.0

1
7
.7

1
3
.0

1
5
.3

2
4
.7

2
2
.9

1
4
.3

1
6
.1

1
2
.5

家
（
一

戸
建

て
）
を

取
得

し
や

す
い

環
境

で
あ

る
5
.1

4
.8

1
.9

4
.5

7
.9

5
.5

2
.0

5
.6

6
.3

交
通

渋
滞

が
少

な
い

8
.9

0
.0

1
.9

1
0
.8

1
6
.9

1
5
.6

4
.1

5
.6

6
.3

子
育

て
し

や
す

い
環

境
で

あ
る

1
4
.6

9
.7

1
1
.1

1
6
.2

1
8
.0

1
8
.3

1
8
.4

1
0
.5

9
.4

人
と

人
と

の
交

流
が

活
発

な
地

域
で

あ
る

1
4
.6

1
4
.5

1
1
.1

1
1
.7

2
0
.2

1
1
.0

1
8
.4

1
7
.7

6
.3

住
民

と
訪

問
者

が
触

れ
合

う
こ

と
が

で
き

る
雰

囲
気

が
あ

る
1
5
.2

1
2
.9

1
1
.1

1
6
.2

1
8
.0

1
4
.7

1
2
.2

1
8
.5

6
.3

世
代

を
超

え
た

交
流

が
あ

る
1
0
.4

8
.1

9
.3

1
0
.8

1
2
.4

8
.3

1
2
.2

1
1
.3

9
.4

多
様

な
価

値
観

や
趣

味
を

持
っ

た
人

た
ち

の
交

流
の

場
が

あ
る

1
2
.7

6
.5

9
.3

1
2
.6

1
9
.1

1
1
.9

1
4
.3

1
2
.9

9
.4

住
民

同
士

が
交

流
で

き
る

場
が

あ
る

1
6
.1

1
2
.9

1
3
.0

1
3
.5

2
3
.6

1
7
.4

1
4
.3

1
6
.9

9
.4

芸
術

や
伝

統
芸

能
な

ど
の

文
化

に
対

す
る

住
民

の
興

味
が

高
い

1
9
.0

2
1
.0

9
.3

1
9
.8

2
2
.5

1
8
.3

2
4
.5

1
7
.7

1
5
.6

芸
術

家
や

文
化

人
に

好
ま

れ
る

場
所

が
あ

る
2
3
.7

2
5
.8

1
6
.7

2
4
.3

2
5
.8

2
1
.1

3
0
.6

2
5
.8

1
2
.5

芸
術

、
伝

統
芸

能
な

ど
の

文
化

的
な

活
動

が
盛

ん
で

あ
る

2
8
.8

3
5
.5

2
5
.9

2
5
.2

3
0
.3

2
5
.7

3
0
.6

3
2
.3

2
1
.9

地
域

に
受

け
継

が
れ

て
い

る
独

自
の

芸
術

、
伝

統
芸

能
が

あ
る

4
0
.5

5
3
.2

5
1
.9

2
5
.2

4
3
.8

3
6
.7

5
1
.0

4
4
.4

2
5
.0

注
）
数

値
は

回
収

数
を

1
0
0
と

し
た

％
（
「
非

常
に

そ
う

思
う

」
の

ス
コ

ア
）

芸
術

や
伝

統
芸

能
な

ど
の

文
化

を
身

近
に

体
験

で
き

る
場

が
あ

る
3
7
.3

5
6
.5

4
2
.6

2
5
.2

3
6
.0

3
3
.0

4
9
.0

3
7
.9

3
1
.3

物
価

が
高

く
な

く
、

生
活

費
の

負
担

が
少

な
い

5
.1

1
.6

0
.0

5
.4

1
0
.1

7
.3

0
.0

4
.8

6
.3

↓
↓

↓
↓

↓
↓

↓
↓

↓
平

均
歴

史
文

化
4
5
.1

4
5
.5

4
8
.1

4
3
.6

4
4
.8

4
6
.7

4
7
.6

4
6
.7

2
9
.9

知
と

モ
ノ

づ
く
り

2
2
.3

1
2
.2

1
8
.3

1
9
.3

3
5
.6

2
7
.4

2
0
.9

1
9
.8

1
7
.4

食
文

化
4
6
.5

6
3
.9

5
7
.0

3
9
.1

3
7
.3

4
7
.7

5
6
.7

4
6
.3

2
8
.1

環
境

・
自

然
1
4
.2

9
.7

8
.7

1
4
.4

2
0
.4

1
6
.9

1
2
.0

1
3
.5

1
0
.7

人
々

の
交

流
1
3
.8

1
1
.0

1
0
.7

1
3
.0

1
8
.7

1
2
.7

1
4
.3

1
5
.5

8
.1

芸
術

文
化

2
9
.9

3
8
.4

2
9
.3

2
4
.0

3
1
.7

2
7
.0

3
7
.1

3
1
.6

2
1
.3

出
 身

 地
 別

居
住

地
×

来
訪

経
験

別

歴
史

文
化

4
5
％

芸
術

文
化

3
0
％

知
と

モ
ノ

づ
く
り

2
2
％

食
文

化
4
7
％

環
境

・
自

然
1
4
％

人
々

の
交

流
1
4
％

　 全 　 体
  

■
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

出
身

者
は

文
化

関
連

全
般

を
高

く
  

  
評

価
。

  
  

北
米

出
身

者
も

『
食

文
化

』
は

高
い

。
  

■
ア

ジ
ア

出
身

者
や

関
西

へ
の

来
訪

経
験

が
な

  
  

い
層

の
ブ

ラ
ン

ド
資

産
評

価
は

低
い

。
　 　

■
北

米
や

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
出

身
者

は
『
食

文
化

』
へ

の
評

価
が

　
　

 高
い

。
ま

た
、

『
芸

術
文

化
』
の

「
独

自
の

芸
術

、
伝

統
芸

　
 　

能
」
「
文

化
を

身
近

に
体

験
で

き
る

場
」
も

高
く
評

価
し

て
　

 　
い

る
。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
出

身
者

で
は

『
歴

史
文

化
』
の

「
古

や
　

 　
歴

史
を

感
じ

さ
せ

る
場

所
が

あ
る

」
も

高
く
、

文
化

全
般

を
　

 　
ブ

ラ
ン

ド
資

産
と

し
て

評
価

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

　
■

ア
ジ

ア
出

身
者

で
は

特
に

高
い

も
の

は
見

ら
れ

な
い

。
　

■
そ

の
他

の
エ

リ
ア

出
身

者
で

は
『
知

と
モ

ノ
づ

く
り

』
へ

の
 　

　
評

価
が

高
い

。
　

■
居

住
地

×
来

訪
経

験
別

に
み

る
と

、
非

居
住

経
験

・
来

　
 　

訪
経

験
な

し
層

で
は

特
に

高
い

項
目

は
な

く
、

『
歴

史
　

 　
文

化
』
『
食

文
化

』
と

い
う

文
化

関
連

へ
の

評
価

が
他

層
　

　
 に

比
べ

低
い

。
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関
西

の
評

価
＜

ブ
ラ

ン
ド

価
値

＞

4
刺
激
が
得
ら
れ
る

1
神
秘
的
な
気
分
に
な
れ
る

3
感
性
が
刺
激
さ
れ
る

2
原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る

5
自
分
の
知
識
や
視
野
を
広
げ
て
く
れ

る

1
2

創
造
性
を
掻
き
立
て
ら
れ
る

6
贅
沢
な
気
分
に
な
れ
る

7
夢
や
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る

1
1

知
的
な
気
分
を
味
わ
え
る

1
0

ス
テ
ー
タ
ス
や
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ

る

8
人
生
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

9
日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分

に
な
れ

る

1
3

家
族
や
友
人
と
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る

1
4

そ
の
地
域
の
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感
じ
ら
れ
る

1
8

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る

1
9

客
人
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る
土
地
柄
だ

1
7

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る

2
0

人
間
間
で
の
心
の
つ
な
が

り
が

感
じ
ら
れ

る

1
6

そ
の

地
域

に
住

む
人

、
集

ま
る
人

た
ち
の

価
値

観
に
共

感
・
共

鳴
で
き
る

1
5

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る

2
3

ゆ
と
り
を
持
っ
た
生
活
が
で
き
る

2
4

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が
で
き
る

2
2

老
後
も
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る

2
1

経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が

で
き
る

注
）
数

値
は

回
収

数
を
1
0
0
と
し
た
％

2
2
.2 2
8
.8

2
2
.8

2
3
.1 2
9
.4

1
6
.1

1
4
.2

1
5
.2

1
0
.4

1
0
.1 1
5
.2

1
2
.3

8
.5 1
3
.9 1
9
.9 2
2
.5

1
3
.0

1
1
.7

1
1
.1

1
1
.7

1
1
.1

9
.5

1
0
.8

7
.6

4
6
.8

4
2
.4

4
4
.6

3
1
.3

4
3
.0

3
9
.2

2
4
.7

2
4
.4

2
9
.7

2
5
.6

3
7
.7

2
7
.8

2
8
.2

3
9
.6

4
8
.4

4
5
.3

4
6
.5

4
0
.5

4
3
.0

4
1
.1

3
4
.5

2
9
.4

2
3
.4 3
5
.4

2
1
.5

1
2
.7

2
2
.5

2
7
.5

1
9
.3

3
1
.3

3
6
.4 3
8
.3

3
7
.0

3
9
.9

2
8
.8

3
0
.7

2
4
.7

3
0
.4

2
2
.2

2
2
.8

3
1
.0

3
6
.1 3
5
.8

3
0
.7

3
0
.4

3
1
.3

4
0
.5

3
9
.9

8
.5

1
1
.7

8
.9

1
3
.9

7
.0

9
.8

1
9
.6

1
6
.8

1
8
.4

1
8
.7

1
3
.9

2
2
.5

1
9
.9

1
3
.0

7
.3 7
.6

6
.6

9
.8 7
.6

1
1
.4

1
9
.3

2
2
.5 1
6
.8

1
2
.0

4
.4 3
.5

5
.1

5
.4 4
.4

5
.7 4
.4

6
.6

1
8
.7

3
.2 2
.2 1
.9

2
.8 1
.9

4
.7

7
.3

8
.5 5
.1

非
常
に
そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

0
.9

1
.3

4
.1

1
.3

2
.5

5
.1

　
■
『
創
発
性
（
イ
ン
ス
パ

イ
ア
リ
ン
グ
）
』
の

評
価

が
最

も
高

く
、
特

に
「
神

秘
的

な
気

分
に
な
れ

る
」

　
　
　
「
自
分
の
知
識

や
視

野
を
広

げ
て
く
れ

る
」
は

高
い
。
一

方
、
『
自

己
実

現
』
『
ゆ
と
り
・
安

心
』

　
　
　
の
評
価
は

低
く
、
否

定
的

評
価

が
高

め
で
あ
る
。

図
　
関
西
の
評
価
＜

ブ
ラ
ン
ド
価
値
＞
（
Ｎ
=
3
1
6
）
【
Ｑ
１
５
（
各
単
一
回
答
）
】

創
発
性

（
イ
ン
ス
パ

イ
ア
リ
ン
グ
）

2
2
％

自
己
実
現

1
2
％

人
間
性

1
6
％

ゆ
と
り
・
安
心

1
0
％

Q
1
5

【
現

�
、
関

西
�

住
の

場
合
】

実
際

に
「関

西
」
に
住
ん
で
み
て
、
ど
の
よ
う
な
気
分
で
す
か
。

次
の

各
々
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
「
や
や

そ
う
思
う
」
「
非
常
に
そ
う
思
う
」
の
い
ず
れ
か
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
（
各
S
A
）

＊
あ
な
た
ご
自
身
の
印
象
と
し
て
お
答
え
下
さ
い
。

【
現

�
、
関

西
�

住
で
は

な
い
場

合
】

で
は

、
「
関
西

」
を
訪
れ

た
場
合
や
住
ん
だ
場
合
を
思
い
浮
か
べ
て
下

さ
い
。

「
関
西
」
を
訪
れ
る
こ
と
、
も
し
く
は

住
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
気
分
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

次
の

各
々
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
「
や
や

そ
う
思
う
」
「
非
常
に
そ
う
思
う
」
の
い
ず
れ
か
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
（
各
S
A
）

＊
あ
な
た
ご
自
身
の
印
象
と
し
て
お
答
え
下
さ
い
。
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関
西

の
評

価
＜

ブ
ラ

ン
ド

価
値

＞

表
　

関
西

の
評

価
＜

ブ
ラ

ン
ド

価
値

＞
（
非

常
に

そ
う

思
う

）
【
Ｑ

１
５

（
各

単
一

回
答

）
】
Ｔ

Ｏ
Ｐ

１
Ｂ

Ｏ
Ｘ

北 　 米

ヨ ー ロ ッ パ

ア ジ ア

そ の 他

現 居 住

以 前 居 住

非 居 住 経 験 ・

来 訪 経 験 あ り

非 居 住 経 験 ・

来 訪 経 験 な し

回
収

数
( 
3
1
6
 )

( 
6
2
 )

( 
5
4
 )

( 
1
1
1
 )

( 
8
9
 )

( 
1
0
9
 )

( 
4
9
 )

( 
1
2
4
 )

( 
3
2
 )

4
刺

激
が

得
ら

れ
る

2
2
.2

2
5
.8

2
7
.8

1
1
.7

2
9
.2

2
0
.2

2
2
.4

2
5
.0

1
8
.8

1
神

秘
的

な
気

分
に

な
れ

る
2
8
.8

2
4
.2

2
7
.8

1
8
.0

4
6
.1

2
7
.5

2
8
.6

3
1
.5

2
1
.9

3
感

性
が

刺
激

さ
れ

る
2
2
.8

2
7
.4

2
0
.4

1
4
.4

3
1
.5

1
6
.5

2
0
.4

2
9
.8

1
8
.8

2
原

風
景

を
思

い
起

こ
さ

せ
ら

れ
る

2
3
.1

2
5
.8

1
6
.7

1
9
.8

2
9
.2

1
9
.3

2
6
.5

2
5
.8

1
8
.8

5
自

分
の

知
識

や
視

野
を

広
げ

て
く
れ

る
2
9
.4

2
9
.0

3
3
.3

2
3
.4

3
4
.8

3
0
.3

2
4
.5

3
0
.6

2
8
.1

1
2

創
造

性
を

掻
き

立
て

ら
れ

る
1
6
.1

1
1
.3

1
1
.1

1
3
.5

2
5
.8

1
5
.6

1
6
.3

1
5
.3

1
8
.8

6
贅

沢
な

気
分

に
な

れ
る

1
4
.2

9
.7

7
.4

1
2
.6

2
3
.6

1
2
.8

1
4
.3

1
5
.3

1
5
.6

7
夢

や
目

標
に

近
づ

く
こ

と
が

で
き

る
1
5
.2

8
.1

9
.3

1
1
.7

2
8
.1

1
8
.3

1
6
.3

1
2
.1

1
5
.6

1
1

知
的

な
気

分
を

味
わ

え
る

1
0
.4

4
.8

3
.7

8
.1

2
1
.3

1
0
.1

1
4
.3

8
.1

1
5
.6

1
0

ス
テ

ー
タ

ス
や

プ
ラ

イ
ド

を
感

じ
ら

れ
る

1
0
.1

4
.8

7
.4

7
.2

1
9
.1

1
6
.5

6
.1

5
.6

1
2
.5

8
人

生
観

を
変

え
る

こ
と

が
で

き
る

1
5
.2

9
.7

1
3
.0

1
0
.8

2
5
.8

1
8
.3

1
6
.3

1
2
.1

1
5
.6

9
日

常
か

ら
開

放
さ

れ
た

気
分

に
な

れ
る

1
2
.3

4
.8

5
.6

1
2
.6

2
1
.3

1
0
.1

1
2
.2

1
3
.7

1
5
.6

1
3

家
族

や
友

人
と

の
絆

を
感

じ
ら

れ
る

8
.5

3
.2

5
.6

8
.1

1
4
.6

6
.4

8
.2

9
.7

1
2
.5

1
4

そ
の

地
域

の
仲

間
と

し
て

の
連

帯
感

を
感

じ
ら

れ
る

1
3
.9

1
1
.3

7
.4

1
5
.3

1
8
.0

1
4
.7

1
6
.3

1
3
.7

9
.4

1
8

人
の

温
か

さ
を

感
じ

ら
れ

る
1
9
.9

1
7
.7

1
8
.5

2
0
.7

2
1
.3

2
5
.7

2
4
.5

1
4
.5

1
5
.6

1
9

客
人

を
暖

か
く
受

け
入

れ
る

土
地

柄
だ

2
2
.5

1
6
.1

2
0
.4

1
8
.9

3
2
.6

2
2
.0

3
4
.7

2
1
.0

1
2
.5

1
7

人
と

の
ふ

れ
あ

い
を

感
じ

ら
れ

る
1
3
.0

1
1
.3

9
.3

1
2
.6

1
6
.9

1
2
.8

2
0
.4

8
.9

1
8
.8

2
0

人
間

間
で

の
心

の
つ

な
が

り
が

感
じ

ら
れ

る
1
1
.7

8
.1

1
1
.1

9
.0

1
8
.0

1
1
.9

1
2
.2

1
1
.3

1
2
.5

1
6

そ
の

地
域

に
住

む
人

、
集

ま
る

人
た

ち
の

価
値

観
に

共
感

・
共

鳴
で

き
る

1
1
.1

9
.7

3
.7

9
.9

1
8
.0

1
1
.0

1
2
.2

8
.9

1
8
.8

1
5

人
に

対
し

て
優

し
く
な

れ
る

1
1
.7

1
1
.3

7
.4

9
.9

1
6
.9

1
4
.7

1
0
.2

9
.7

1
2
.5

2
3

ゆ
と

り
を

持
っ

た
生

活
が

で
き

る
1
1
.1

1
.6

9
.3

9
.9

2
0
.2

8
.3

8
.2

1
3
.7

1
5
.6

2
4

ス
ト

レ
ス

の
少

な
い

生
活

が
で

き
る

9
.5

1
.6

1
.9

9
.9

1
9
.1

9
.2

1
0
.2

8
.1

1
5
.6

2
2

老
後

も
安

心
し

た
暮

ら
し

が
で

き
る

1
0
.8

1
.6

1
.9

9
.9

2
3
.6

1
1
.0

1
0
.2

8
.1

1
8
.8

2
1

経
済

的
に

ゆ
と

り
の

あ
る

暮
ら

し
が

で
き

る
7
.6

0
.0

1
.9

6
.3

1
8
.0

8
.3

1
0
.2

4
.8

1
2
.5

平
均

創
発

性
（
イ

ン
ス

パ
イ

ア
リ

ン
グ

）
2
2
.4

2
1
.9

2
0
.6

1
6
.2

3
1
.5

2
0
.3

2
1
.9

2
4
.8

2
0
.1

自
己

実
現

1
2
.3

6
.7

7
.4

1
0
.6

2
1
.2

1
3
.5

1
2
.8

1
0
.7

1
3
.8

人
間

性
1
5
.0

1
2
.4

1
1
.7

1
3
.5

2
0
.6

1
6
.4

1
9
.0

1
2
.4

1
5
.1

ゆ
と

り
・
安

心
9
.7

1
.2

3
.7

9
.0

2
0
.2

9
.2

9
.7

8
.7

1
5
.6

注
）
数

値
は

回
収

数
を

1
0
0
と

し
た

％
（
「
非

常
に

そ
う

思
う

」
の

ス
コ

ア
）
、

■
は

全
体

値
よ

り
も

1
0
ポ

イ
ン

ト
以

上
高

い

　 全 　 体

出
 身

 地
 別

居
住

地
×

来
訪

経
験

別

創
発

性
（
イ

ン
ス

パ
イ

ア
リ

ン
グ

）

2
2
％

自
己

実
現

1
2
％

人
間

性

1
5
％

ゆ
と

り
・
安

心

1
0
％

　
■

各
�

リ
ア

共
�

し
て

創
発

性
の

評
価

が
  

  
�

も
高

い
。

　
■

北
米

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

出
身

者
で

特
に

『
創

発
性

』
  
  
  
の

評
価

が
高

い
。

  
  
  
ア

ジ
ア

で
は

、
『
自

己
実

現
』
『
人

間
性

』
『
ゆ

と
り

・
  
  
  
安

心
』
の

評
価

も
高

く
な

っ
て

い
る

。

　
■

現
居

住
者

、
居

住
経

験
者

で
は

『
人

間
性

』
に

  
  
  
対

す
る

評
価

が
高

く
な

っ
て

い
る

。
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訪
れ

た
場

所
・

訪
れ

て
み

た
い

場
所

北
海
道

東
北

関
東

甲
信

越
北

陸
中

部
関
西

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

ひ
と
つ
も
な
い

注
）
数

値
は

回
収

数
を
1
0
0
と
し
た
％

3
2
.3

3
2
.0

9
1
.8

5
1
.6

1
9
.6

5
4
.7

8
8
.0

4
8
.7

1
9
.3

4
8
.4

0
.6

6
1
.4

3
7
.3

2
8
.2

2
5
.0

1
3
.6

2
0
.6

5
6
.0

4
2
.7

1
9
.0

8
3
.9

0
.6

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

来
訪

経
験

あ
り

来
訪

意
向

あ
り

3
5
.1

4
0
.5

9
5
.3

6
8
.9

2
0
.3

5
8
.8

8
4
.5

4
1
.2

1
3
.5

5
4
.1

0
.7

5
9
.5

4
1
.9

2
0
.3

2
3
.0

1
4
.9

2
3
.0

6
3
.5

4
3
.9

2
1
.6

8
5
.8

0
.0

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

2
2
.4

1
7
.2

9
1
.4

2
5
.9

1
0
.3

3
6
.2

7
9
.3

4
3
.1

1
5
.5

3
1
.0

0
.0

5
8
.6

3
4
.5

3
9
.7

2
4
.1

1
5
.5

1
9
.0

6
9
.0

5
1
.7

1
5
.5

7
9
.3

0
.0

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

3
3
.6

2
8
.2

8
7
.3

4
1
.8

2
3
.6

5
9
.1

9
7
.3

6
1
.8

2
9
.1

5
0
.0

0
.9

6
5
.5

3
2
.7

3
2
.7

2
8
.2

1
0
.9

1
8
.2

3
9
.1

3
6
.4

1
7
.3

8
3
.6

1
.8

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

　
東

北
：
青

森
・
岩
手
・
宮
城
・
秋
田
・
山
形
・
福
島
　
　
関

東
：
茨

城
・
栃

木
・
群

馬
・
埼

玉
・
千

葉
・
東

京
・
神

奈
川

　
甲

信
越

：
新

潟
・
山
梨
・
長
野
　
　
北

陸
：
富
山
・
石
川
　
　
中

部
：
岐

阜
・
静

岡
・
愛

知
　
　
関

西
：
福

井
・
三

重
・
滋

賀
・
京

都
・
大

阪
・
兵

庫
・
奈

良
・
和
歌
山
・
徳
島

　
中

国
：
鳥

取
・
島
根
・
岡
山
・
広
島
・
山
口
　
　
四

国
：
香
川
・
愛

媛
・
高

知
　
　
九

州
・
沖

縄
：
福

岡
・
佐

賀
・
長

崎
・
熊

本
・
大

分
・
宮

崎
・
鹿

児
島

・
沖

縄

全
体

（
Ｎ
=
3
1
6
） 関
東

（
Ｎ
=
1
4
8
）

そ
の
他

（
Ｎ
=
5
8
）

関
西

（
Ｎ
=
1
1
0
）

居 住 地 別

地
域

詳
細

（
％
）

図
　
訪
れ
た
場
所
・
訪
れ
て
み
た
い
場
所
【
Ｑ
６
・
Ｑ
７
（
複
数

回
答
）
】

Q
6

お
住

ま
い
の
場

所
以

外
で
、
こ
れ

ま
で
に
、
訪
れ

た
こ
と
の

あ
る
場

所
を
す
べ
て
お
知

ら
せ

下
さ
い
。
（
Ｍ
Ａ
）

Q
7

で
は

、
こ
れ
か

ら
訪

れ
て
見

た
い
場

所
を
す
べ
て
お
知

ら
せ

下
さ
い
。
(M

A
)

　
■

関
西

に
は

8
8
.0
％

が
来

訪
。
来

訪
意

向
は

5
6
.0
％

で
、
関

東
や

そ
の

他
エ
リ
ア
居

住
者

で
は

「
九

州
・
沖

縄
」
に
次

い
で
高

い
。

　
■
「
関
西

」
へ
の
来
訪
経
験

率
は

8
8
.0
％

、
来

訪
意

向
率

は
5
6
.0
％
で
あ
る
。
関
東
や
そ
の
他
エ
リ
ア
居
住
者
に
お
い
て
も
８
割
程
度
が

来
訪

し
て
お
り
、
６
割

台
が

来
訪

意
向

を
持

っ
て
い
る
。

　
■
来
訪
経
験
率
が
最
も
高

い
の

は
「
関

東
」
で
、
居

住
エ
リ
ア
を
問
わ
ず
９
割
前
後
が
来
訪
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
来
訪
意
向
率
は
２
～
３
割

台
と
低

い
。

　
■
来
訪
経
験
率
よ
り
も
来
訪

意
向

率
が

高
い
の

は
「
北

海
道

」
「
九
州
・
沖
縄
」
で
、
「
九
州
・
沖
縄
」
へ
の
来
訪
意
向
率
は
ど
の
エ
リ
ア
の
居

住
者

に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
関

東
・
そ
の

他
エ
リ
ア

　
　
　
居
住
者
に
お
い
て
は

、
「
関

西
」
が

こ
れ

に
次

ぐ
。
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７
．

関
西

へ
の

来
訪

意
向

・
居

住
意

向

( 
3
1
6
 )

9
7
.2

7
7
.2

北
　

　
米

( 
6
2
 )

9
6
.8

7
4
.2

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
( 

5
4
 )

9
2
.6

7
2
.2

ア
 ジ

 ア
( 
1
1
1
 )

9
8
.2

7
5
.7

そ
 の

 他
( 

8
9
 )

9
8
.9

8
4
.3

現
 居

 住
( 

1
0
9
 )

9
6
.3

8
1
.7

以
 前

 居
 住

( 
4
9
 )

9
3
.9

8
1
.6

非
居

住
経

験
・
来

訪
経

験
あ

り
( 

1
2
4
 )

9
9
.2

7
1
.8

非
居

住
経

験
・
来

訪
経

験
な

し
( 

3
2
 )

9
6
.9

7
5
.0

注
）
数

値
は

回
収

数
を

1
0
0
と

し
た

％

全
　

　
　

体
7
2
.5

7
1
.0

6
1
.1 6

8
.5

8
5
.4

7
3
.4

7
5
.5

5
9
.4

2
4
.7

2
5
.8

3
1
.5

2
9
.7

1
3
.5

2
2
.9

1
8
.4

3
7
.5

3
.2

2
.83
.7

非
常

に
旅

行
し

て
み

た
い

と
思

う

7
3
.4

や
や

旅
行

し
て

み
た

い
と

思
う

2
5
.8

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

1
.9

3
.7 1
.8 0

.0

2
.0

0
.8 3
.1

あ
ま

り
旅

行
し

て
み

た
い

と
思

わ
な

い

0
.9

0
.0 0
.0

1
.1 0
.9

4
.1

0
.0 0
.0

全
く
旅

行
し

て
み

た
い

と
思

わ
な

い

0
.0

0
.0 0
.0

0
.0 0
.0

0
.0

0
.0 0
.0

0
.0

居 住 地 × 来 訪 経 験 別出 身 地 エ リ ア 別

4
2
.1

3
2
.3

3
3
.3 3
7
.8

5
9
.6

5
0
.5

4
0
.8

4
0
.6

3
5
.1

4
1
.9

3
8
.9 3

7
.8

2
4
.7

3
1
.2

4
0
.8

3
5
.5 3

4
.4

1
1
.4

1
2
.9

1
1
.1 1

2
.6

9
.0

7
.3 8
.2

1
5
.3 1
5
.6

9
.5

1
1
.3

1
3
.0 1

0
.8 4
.5

1
0
.1

4
.1 1
2
.1

6
.3

3
.7

非
常

に
住

み
た

い
と

思
う

3
6
.3

や
や

住
み

た
い

と
思

う
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

あ
ま

り
住

み
た

い
と

思
わ

な
い

全
く
住

み
た

い
と

思
わ

な
い

1
.9 1
.6

0
.9 2
.2 0
.9

6
.1 0

.8

3
.1

＞
向

意
住

居
＜

＞
向

意
訪

来
＜

旅
行

し
て

み
た

い
と

思
う

計

住
み

た
い

と
思

う
計

回
収

数

  
■

ほ
ぼ

全
員

が
来

訪
意

向
を

持
っ

て
お

り
、

居
住

意
向

も
７

割
台

と
高

い
。

「
非

常
に

」
と

い
う

Ｔ
Ｏ

Ｐ
１

Ｂ
Ｏ

Ｘ
レ

ベ
ル

で
み

て
も

、
来

訪
意

向
は

７
割

強
、

居
住

意
向

は
４

割
強

を
占

め
る

。
  
 ■

関
西

へ
「
非

常
に

旅
行

し
て

み
た

い
と

思
う

」
は

7
2
.5

％
、

「
や

や
旅

行
し

て
み

た
い

と
思

う
」
は

2
4
.7

％
で

、
合

わ
せ

る
と

9
7
.2

％
と

ほ
と

ん
ど

の
人

が
来

訪
意

向
を

持
っ

て
い

る
。

  
 ■

居
住

意
向

を
み

る
と

、
「
非

常
に

住
み

た
い

と
思

う
」
は

4
2
.1

％
、

「
や

や
住

み
た

い
と

思
う

」
は

3
5
.1

％
で

、
合

わ
せ

る
と

7
7
.2

％
で

あ
る

。
  
 ■

出
身

地
が

そ
の

他
の

エ
リ

ア
の

人
の

来
訪

意
向

・
居

住
意

向
が

高
い

。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

出
身

者
で

は
「
非

常
に

旅
行

し
て

み
た

い
と

思
う

」
が

や
や

低
い

。
  
 ■

居
住

地
×

来
訪

経
験

別
に

み
る

と
、

来
訪

経
験

が
あ

る
人

の
「
非

常
に

旅
行

し
て

み
た

い
」
は

７
割

台
を

占
め

る
の

に
対

し
、

来
訪

経
験

が
な

い
人

で
は

約
６

割
に

留
ま

る
。

関
西

に
対

す
る

知
識

を
あ

ま
り

  
  
  
持

っ
て

い
な

い
こ

と
が

一
因

と
み

ら
れ

る
。

 　
■

現
居

住
層

で
関

西
に

「
非

常
に

住
み

た
い

と
思

う
」
は

５
割

、
「
や

や
住

み
た

い
と

思
う

」
は

３
割

強
で

、
合

わ
せ

る
と

８
割

強
は

住
み

続
け

た
い

と
考

え
て

い
る

。
以

前
居

住
層

で
「
非

常
に

住
み

た
い

」
と

い
  
  
  
 う

人
は

４
割

で
あ

る
。

非
居

住
経

験
層

で
は

、
「
非

常
に

住
み

た
い

と
思

う
」
は

４
割

程
度

で
、

「
や

や
住

み
た

い
と

思
う

」
と

合
わ

せ
る

と
７

割
台

が
居

住
意

向
を

示
す

。

図
　

関
西

へ
の

来
訪

意
向

・
居

住
意

向
（
N

=
3
1
6
)【

Ｑ
１

６
（
各

単
一

回
答

）
】

Q
1
6

【
現

在
、

関
西

居
住

の
場

合
】
　

①
関

西
の

色
々

な
場

所
を

旅
行

し
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

(S
A

)
【
現

在
、

関
西

居
住

で
は

な
い

場
合

】
　

①
近

い
将

来
、

関
西

を
訪

れ
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

(S
A

)

【
現

在
、

関
西

居
住

の
場

合
】
②

あ
な

た
は

、
こ

れ
か

ら
も

関
西

に
住

み
続

け
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

(S
A

)
【
現

在
、

関
西

居
住

で
は

な
い

場
合

】
②

あ
な

た
は

関
西

に
機

会
が

あ
れ

ば
住

ん
で

み
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

(S
A

)
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８
．

関
西

の
中

で
行

っ
て

み
た

い
府

県

　 回 収 数

大 阪 府

京 都 府

兵 庫 県

滋 賀 県

奈 良 県

和 歌 山 県

福 井 県

三 重 県

徳 島 県

ひ と つ も な い
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注
１

）
左

上
段

：
複

数
回

答
　

右
下

段
：
単

一
回

答
　

　
　

注
２

）
数

値
は

回
収

数
を

1
0
0
と

し
た

％

そ
 の

 他
 

( 
8
9
 )

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
( 

5
4
 )

ア
 ジ

 ア
 

( 
1
1
1
 )

北
　

　
米

非
居

住
経

験
・
来

訪
経

験
あ

り

非
居

住
経

験
・
来

訪
経

験
な

し

( 
1
2
4
 )

( 
3
2
 )

( 
6
2
 )

現
 居

 住
( 
1
0
9
 )

以
 前

 居
 住

( 
4
9
 )

6
9
.6

7
6
.3

4
9
.4

3
2
.6

6
0
.8

4
2
.1

3
4
.2

4
2
.1

3
8
.9

0
.6

2
1
.5

3
3
.2

1
0
.4

2
.2

8
.5

7
.0

3
.2

6
.0

6
.6

0
.6

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

複
数

回
答

（
平

均
回

答
個

数
：
4
.4

6
個

）
単

一
回

答

（
％

）

  
■

「
京

都
府

」
「
大

阪
府

」
が

高
く
、

関
西

に
来

た
こ

と
が

な
い

�
で

は
�

に
高

い
。

滋
賀

、
和

歌
山

、
福

井
、

三
重

、
徳

島
は

低
�

。

  
■

複
数

回
答

、
単

一
回

答
と

も
「
京

都
府

」
が

ト
ッ

プ
で

、
「
大

阪
府

」
が

次
ぐ

。
京

都
と

並
ん

で
古

都
の

イ
メ

ー
ジ

が
強

い
「
奈

良
県

」
は

、
複

数
回

答
で

は
６

割
の

評
価

を
得

て
い

る
が

、
単

一
回

答
は

　
　

　
8
.5

％
に

留
ま

る
。

「
滋

賀
県

」
「
和

歌
山

県
」
「
福

井
県

」
「
三

重
県

」
「
徳

島
県

」
へ

の
来

訪
意

向
は

３
～

４
割

台
と

低
い

。
  
■

北
米

出
身

者
は

「
奈

良
県

」
「
和

歌
山

県
」
「
三

重
県

」
「
徳

島
県

」
な

ど
、

「
大

阪
府

」
「
京

都
府

」
以

外
も

高
く
平

均
回

答
個

数
も

多
い

。
ア

ジ
ア

や
そ

の
他

エ
リ

ア
出

身
者

で
は

「
大

阪
府

」
「
京

都
府

」
  
  
  
に

集
中

し
て

お
り

、
回

答
個

数
が

少
な

い
。

  
■

現
居

住
者

で
は

「
滋

賀
県

」
「
和

歌
山

県
」
と

い
う

自
然

環
境

に
恵

ま
れ

た
地

へ
の

来
訪

意
向

が
高

い
。

一
方

、
非

居
住

経
験

・
来

訪
経

験
な

し
層

は
「
大

阪
府

」
「
京

都
府

」
に

集
中

し
て

い
る

。

図
　

関
西

の
中

で
行

っ
て

み
た

い
府

県
（
Ｎ

=
3
1
6
）
【
Ｑ

１
７

】

平 均 回 答 個

数 （ 個 ）

Q
1
7

①
関

西
に

行
く
と

す
れ

ば
ど

こ
に

行
っ

て
み

た
い

で
す

か
。

次
の

中
で

行
っ

て
み

た
い

府
県

を
す

べ
て

お
知

ら
せ

く
だ

さ
い

。
(M

A
)

②
そ

の
中

で
、

も
っ

と
も

行
っ

て
み

た
い

府
県

を
1
つ

だ
け

お
知

ら
せ

下
さ

い
。

(S
A

)
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・
色
々
と
関
西
に
つ
い
て
聞
い
て
い
て
興
味
が
あ
っ
た
。
東
京
は
面
白
そ
う
だ
が
や
め
て
お
こ
う
と

思
っ
た
。
東
京
は
日
本
全
国
の
人

が
来
て
お
り
、
外
国
人
も
多
く
、
本
当
の
東
京
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
に
く
い
。
大
阪
や
京

都
な
ら
小
さ
く
て
ロ
ー
カ
ル
な
感
じ
が
あ
り
、
そ
の
エ
リ
ア
独
特
の

味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
歴
史
を
見
て
も
関
西
の
方
が
歴
史
が
長
い
。
こ
う
い
う
知
識

は
イ
ギ
リ
ス
に
い
た
こ
ろ
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
大
阪
も
京
都
も
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
具
体

的
に
は
知
ら
な
か
っ
た
。

・
イ
ギ
リ
ス
に
い
た
こ
ろ
は
「
関
西
」
と
い
う
単
語
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
大
阪
に
住
ん
で
い

た
友
達
も
、
大
阪
や
京
都
な
ど
の

都
市
名
は
言
っ
て
も
、
「
関
西
」
と
い
う
言
葉
は
言
っ
て
い
な
か
っ

た
。
多
分
、
関
空
が
作
ら
れ
た
こ
と
で
｢関

西
｣と

い
う
言
葉
を
初
め
て
耳
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。

・
来
日
前
は
関
西
に
つ
い
て
も
っ
と
古
い
場
所
だ
と
思
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
モ
ダ
ン
な
イ
メ
ー
ジ
も

あ
っ
た
の
だ
が
。
人
口
が
多
く
、
み

ん
な
お
金
持
ち
だ
と
思
っ
て
い
た
。
２
０
年
前
の
日
本
人
は
お

金
持
ち
で
、
女
の
子
は
か
わ
い
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

・
関
西
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
　
記
者
、
英
会
話
教
室
経
営

・
イ
ギ
リ
ス
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
近
い
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

出
身

。

・
２
５
年
前
に
日
産
が
近
く
に
工
場
を
作
り
、
日
本
人
が
増
え
た
。
大
昔
は

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
と
い
う
人
が
日
本
海
軍
の
船
を
作
っ
て
お
り
、
豪
邸
を

構
え
て
い
て
、
そ
こ
に
日
本
の
皇
太
子
が
泊
ま
り
に
き
た
こ
と
が
あ
る
ら
し

い
。

・
日
本
に
来
て
１
３
年
。
友
達
が
岸

和
田
に
お
り
、
初
め
か
ら
関
西
へ
来

た
。
そ
の
前
に
は
世
界
中
を
旅
し
て
お
り
、
日
本
人
の
友
達
が
た
く
さ
ん
い

た
。
日
本
で
英
会
話
教
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
来
日
。

　 サ イ モ ン ・ モ ー ラ ン 氏

　 （ 男 性 ）

・
最
初
は
「
関
西
」
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
。
当
時
は
「
関
西
」
と
い
う
も
の
が
余
り
紹
介
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
大
阪
は
知
っ
て
い
た
し
、
周
辺
に
神
戸
、
京
都
、
奈
良
が
あ
る
と

い
う
大
体
の
地
理
は
わ
か
っ
て
い
た
。

・
大
学
で
第
二
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
勉
強
。
標
準
語
を
学
ん
だ
た
め
大
阪
に
住
ん
で
み
る
と

わ
か
ら
な
い
言
葉
が
色
々
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
初
め
て
、
大
阪
弁
、
関
西
弁
を
知
り
、
「
関
西
」
と
い

う
も
の

が
あ
る
と
い
う
意

識
を
持

っ
た
。

・
一
般
の
中
国
人
に
「
関
西
」
の

イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
無
い
と
思
う
。
日
本
人
が
中
国
に
つ
い
て
、
ど

こ
に
何
が
あ
る
か
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
に
、
中
国
人
も
兵
庫
県
と
大
阪
は
と
て
も
遠
い
と
思
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
F
M
 
C
O
C
O
L
O
 
D
J

・
中
国
吉
林
省
出
身
。
上
海
の
大

学
に
進
学
し
、
卒
業
後
上
海
に
本
社
が

あ
る
総
合
商
社
に
入
社
。
大
阪
支
店
に
出
向
。
９
４
年
に
来
日
し
、
今
年
で

日
本
は
１
４
年
目
。

　 白 梅 仙 氏 （ 女 性 ）

・
「
関
西
」
で
は
な
く
、
「
日
本
」
を
目
指
し
て
来
日
。
「
関
西
」
エ
リ
ア
の
概
念
は
な
か
っ
た
。

・
日
本
に
興
味
が
あ
り
、
本
を
よ
く
読
ん
で
い
た
の
で
、
奈
良
、
京
都
、
大
阪
な
ど
は
知
っ
て
い
た

が
、
神
戸
は
知
ら
な
か
っ
た
。
位
置
関
係
は
知
ら
な
か
っ
た
。

・
昔
の
ガ
イ
ド
本
で
は
「
大
阪
は

避
け
る
べ
き
。
汚
く
て
文
化
が
な
く
、
見
る
と
こ
ろ
も
な
い
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
た
。
今
は
多
少
改
善
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
「
O
sa
ka
　
is
　
th
e　

e
le
ph
an
t　
m
an
　
in

J
ap
an
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
。

・
京
都
や
奈
良
は
大
阪
の
対
極
で
、
日
本
文
化
の
発
祥
の
地
、
古
い
も
の
、
伝
統
が
残
っ
て
い
る

土
地
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

・
関
西
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
編
集
長

・
来
日
歴
２
２
年
。
大
学
卒
業
後
、
日
本
文
化
に
興
味
が
あ
っ
て
来
た
。

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
レ
ズ
ノ
出
身
。

・
在
日
外
国
人
向
け
情
報
誌
編
集

者
。

　 ク リ ス ト フ ァ ー ・

　 ス テ ィ ヴ ン ズ 氏

　 （ 男 性 ）

来
日

前
の
関

西
の
印

象
基

本
属

性

�
ア
リ
ン
グ
�

�
ま
と
め
�

１

「
関

西
」
と
い
う
名

称
が

知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
希
薄
。

「
京

都
」
「
奈

良
」
を
は

じ
め
と
す
る
都
市
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
歴
史

あ
る
古

都
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

「
歴

史
・
伝

統
が

残
る
」
と
い
う
点

に
は
魅
力
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
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・
大

阪
や

京
都

な
ど

の
距

離
感

は
知

ら
な

か
っ

た
。

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

は
読

ん
で

い
た

が
想

像
は

し
て

い
な

か
っ

た
。

実
際

に
住

ん
で

み
た

ら
と

て
も

近
か

っ
た

。
関

西
は

性
格

の
違

う
都

市
が

狭
い

エ
リ

ア
に

あ
る

が
、

イ
ギ

リ
ス

人
に

は
理

解
し

や
す

い
。

イ
ギ

リ
ス

も
小

さ
い

島
国

な
の

で
、

都
市

間
の

距
離

を
想

像
で

き
る

。
し

か
し

、
「
関

西
」
と

は
何

な
の

か
は

説
明

し
な

い
と

わ
か

ら
な

い
と

思
う

。
｢関

東
｣も

知
ら

な
い

と
思

う
。

・
意

外
に

田
舎

が
近

い
と

思
っ

た
。

ま
た

、
京

阪
神

は
大

き
な

エ
リ

ア
で

、
大

阪
ひ

と
つ

と
っ

て
も

大
き

く
、

人
口

が
多

い
と

思
っ

た
。

・
自

転
車

と
人

が
同

じ
歩

道
を

走
っ

て
い

た
り

、
逆

に
走

っ
た

り
、

マ
ナ

ー
が

悪
い

と
思

っ
た

。
電

車
に

乗
る

時
な

ど
一

般
的

に
は

マ
ナ

ー
が

悪
い

。

・
お

じ
さ

ん
と

お
ば

さ
ん

は
も

の
す

ご
い

パ
ワ

ー
を

持
っ

て
い

る
。

年
寄

り
が

パ
ワ

ー
を

持
っ

て
お

り
、

ア
ジ

ア
か

な
あ

と
思

っ
た

。

・
住

ん
で

い
た

町
の

上
の

方
を

見
た

ら
大

会
社

の
社

長
の

邸
宅

が
あ

り
、

お
金

持
ち

が
多

い
と

思
っ

た
が

、
道

を
渡

る
と

ぜ
ん

ぜ
ん

違
う

貧
乏

な
街

だ
っ

た
。

そ
の

辺
も

イ
ギ

リ
ス

に
似

て
い

る
と

思
う

。
英

語
で

言
え

ば
「
O

ve
r 

th
e
 t

ra
c
ks

」
で

、
線

路
を

渡
る

と
全

く
違

う
世

界
が

広
が

っ
て

い
る

。

・
来

日
し

て
京

都
、

奈
良

。
神

戸
、

大
阪

が
電

車
や

車
で

す
ぐ

に
行

け
る

距
離

に
あ

る
こ

と
を

知
り

、
関

西
の

魅
力

が
高

ま
っ

た
。

・
日

本
の

県
は

中
国

で
は

省
に

該
当

す
る

は
ず

だ
が

、
中

国
人

の
感

覚
で

省
と

い
え

ば
も

っ
と

広
い

、
ひ

と
つ

の
国

の
よ

う
な

感
じ

だ
。

関
西

と
い

う
エ

リ
ア

が
あ

る
こ

と
が

わ
か

れ
ば

、
大

阪
府

、
京

都
府

な
ど

は
市

区
と

い
う

感
覚

で
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
も

不
思

議
で

は
な

い
と

思
う

。

・
住

み
や

す
い

。
人

が
フ

レ
ン

ド
リ

ー
で

い
い

し
、

食
べ

物
も

お
い

し
い

。
こ

の
２

つ
が

あ
れ

ば
あ

と
は

O
K
だ

と
思

う
。

・
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
の

1
/
1
0
く
ら

い
の

エ
リ

ア
に

、
性

格
が

全
く
違

う
都

市
が

入
っ

て
い

る
。

最
先

端
か

ら
古

い
も

の
ま

で
揃

っ
て

い
る

し
、

海
も

山
も

あ
る

。

・
外

国
人

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

な
ど

の
コ

ン
サ

ー
ト

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

し
、

美
術

館
な

ど
も

多
い

文
化

的
な

エ
リ

ア
。

実
際
に
住
ん
で
み
て
の
印
象

・
大

阪
と

京
都

は
リ

バ
プ

ー
ル

と
マ

ン
チ

ェ
ス

タ
ー

の
関

係
に

似
て

い
る

。

・
大

阪
は

汚
い

と
思

っ
た

。
新

し
く
て

も
古

く
て

も
、

ビ
ル

の
大

き
さ

や
形

は
ば

ら
ば

ら
で

、
電

柱
や

電
気

の
線

が
見

え
て

い
た

。
空

気
も

汚
い

と
思

っ
た

。

・
来

日
前

か
ら

、
大

阪
に

住
ん

で
い

た
友

達
か

ら
大

阪
は

親
し

み
や

す
い

、
あ

た
た

か
い

と
聞

い
て

い
た

が
、

来
て

み
る

と
や

は
り

み
ん

な
優

し
い

と
思

っ
た

。

　 サ イ モ ン ・ モ ー ラ ン 氏

・
滋

賀
県

は
琵

琶
湖

が
あ

り
、

夏
場

は
足

を
延

ば
し

て
遊

び
に

行
け

る
の

で
遠

い
イ

メ
ー

ジ
は

な
い

。
和

歌
山

も
去

年
の

華
商

大
会

で
和

歌
山

の
熊

野
が

分
会

場
（
メ

イ
ン

会
場

は
神

戸
）
と

な
り

、
初

め
て

行
っ

た
が

、
結

構
近

く
て

海
も

温
泉

も
あ

っ
て

、
い

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

た
。

海
も

山
も

湖
も

あ
る

関
西

は
す

ば
ら

し
い

と
思

う
。

・
日

本
の

歴
史

を
勉

強
し

た
こ

と
が

あ
る

の
で

、
京

都
と

奈
良

が
古

い
都

で
あ

り
、

大
阪

も
難

波
宮

が
あ

っ
た

こ
と

は
知

っ
て

い
た

。
京

都
や

奈
良

に
は

た
く
さ

ん
の

日
本

庭
園

や
古

い
寺

院
、

神
戸

は
港

町
で

華
僑

が
た

く
さ

ん
住

ん
で

お
り

、
有

名
な

チ
ャ

イ
ナ

タ
ウ

ン
が

あ
る

こ
と

は
一

応
知

っ
て

い
た

。
こ

う
し

た
知

識
は

あ
ま

り
一

般
の

人
は

持
っ

て
い

な
い

と
思

う
。

　 　 白 梅 仙 氏

【
大

阪
】

・
大

阪
市

内
は

う
る

さ
く
て

、
人

が
多

す
ぎ

て
、

ち
ょ

っ
と

訪
問

す
る

の
に

は
良

い
が

、
住

む
の

は
嫌

だ
。

・
大

阪
が

ア
メ

リ
カ

で
不

評
な

の
は

、
深

さ
が

わ
か

ら
な

い
か

ら
で

は
な

い
か

。
食

べ
物

で
も

「
関

西
料

理
」
と

言
わ

れ
て

も
、

関
東

と
の

違
い

は
わ

か
ら

な
い

。
【
京

都
】

・
京

都
は

面
白

い
と

こ
ろ

が
た

く
さ

ん
あ

る
が

、
あ

ま
り

行
か

な
い

。
人

が
多

い
し

、
外

国
人

も
多

い
。

あ
ま

り
外

国
人

に
会

い
た

い
と

思
わ

な
い

。
フ

ィ
レ

ン
ツ

ェ
の

よ
う

に
保

守
的

で
威

張
っ

て
い

る
感

じ
も

あ
り

、
住

み
た

く
は

な
い

。
【
神

戸
】

・
来

日
前

は
知

ら
な

か
っ

た
が

、
行

っ
て

み
る

と
「
住

み
た

い
」
と

思
っ

た
。

海
が

あ
っ

て
、

開
け

て
い

て
、

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

み
た

い
だ

。
外

国
人

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

あ
り

、
子

供
の

い
る

人
な

ど
は

住
み

や
す

い
。

た
だ

し
、

お
寺

な
ど

古
く
か

ら
の

文
化

は
乏

し
い

土
地

だ
と

思
う

　 ク リ ス ト フ ァ ー ・

　 ス テ ィ ヴ ン ズ 氏

各
都
市
の
印
象

�
ア

リ
ン

�
内

�
ま

と
め

�
２

京
都

や
奈

良
は

史
跡

の
多

い
古

都
と

し
て

評
価

さ
れ

て
い

る
。

大
阪

は
親

し
み

や
す

さ
が

評
価

さ
れ

る
一

方
、

人
が

多
い

、
景

観
が

汚
い

と
い

う
意

見
も

。
神

戸
は

居
住

地
と

し
て

は
評

価
が

高
い

。
湖

、
山

、
海

と
い

っ
た

多
様

な
自

然
も

関
西

の
魅

力
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

性
格

の
違

う
都

市
が

近
接

す
る

、
多

様
性

の
あ

る
エ

リ
ア

で
あ

る
点

に
驚

き
と

と
も

に
魅

力
が

感
じ

ら
れ

て
い

る
。

フ
レ

ン
ド

リ
ー

な
住

民
や

食
べ

物
の

お
い

し
さ

が
高

く
評

価
さ

れ
る

一
方

、
マ

ナ
ー

の
悪

さ
も

指
摘

。
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�
ア
リ
ン
グ
内

�
ま
と
め
�

�

寺
社
や
仏
像
な
ど
、
古
く
か
ら
あ
る
文
化

へ
の
評
価
は
高
い
。

美
術
館
な
ど
の
新
し
い
文
化
に
つ
い
て

は
、
他
都
市
と
の
競
合
も
あ
る
た
め
、
エ
リ

ア
内
で
の
連
携

が
必
要
と
の
指
摘
。

文
楽
、
相
撲
な
ど
わ
か
り
や
す
い
も
の

は
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
能
の
よ
う
な
も
の

は
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
工
夫
が
求
め

ら
れ
る
。

特
に
目
玉
と
な
る
も
の
は

み
ら
れ
な
い
。

吉
本
な
ど
は
言
葉
の
壁
が

大
き
い
と
さ
れ
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
他
エ
リ
ア
の
施
設
を
制
し

て
ま
で
関
西
に
吸
引
す
る
力

は
な
い
と
い
う
評
価
。

関
西
と
い
う
よ
り
も
日
本
に

対
し
公
害
、
ゴ
ミ
問
題
な
ど
、

環
境
に
問
題
あ
り
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。

特
に
大
阪
の
環
境
に
つ
い

て
は
評
価
が
低
い
。

日
本
の
環
境
技
術
は
、

知
っ
て
い
る
人
か
ら
は
評
価
さ

れ
て
い
る
。

文
化
へ
の
関
心
は
高
い
が
、

経
済
・
産
業
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。

関
西
が
モ
ノ
づ
く
り
の
原
点
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
は
持
た
れ
て
い

る
。 ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
日
本
の
先
端

産
業
に
つ
い
て
は
、
興
味
が
感
じ

ら
れ
て
い
る
。

・
文
楽
は
結
構
わ
か
り
や
す
い
と
み
ん
な
が

言
っ
て
い
る
。
能
は
長
く
て
退
屈
。
日
本
人
も
そ

う
で
は
な
い
か
。

・
み

ん
な
相

撲
は

好
き
。
１
５
年
く
ら
い
前

の
日

曜
日
の
昼
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
相
撲
の
番
組
が

あ
っ
た
。
相
撲
の
巡
業
も
イ
ギ
リ
ス
に
来
た
こ
と

が
あ
る
。
相
撲
を
初
め
て
見
る
と
、
「
何
だ
こ
れ

は
」
と
思
う
が
、
番
組
を
見
続
け
て
い
る
う
ち
に

人
気

が
出

て
き
た
。

・
日
本
ら
し
さ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
ひ
か
れ
る
。
大

都
会
は
上
海
で
も
北
京
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
大
き

く
は
変
わ
ら
な
い
。
魅
力
的

な
の
は

や
は
り
、
そ

の
街
に
し
か
な
い
個
性
。

・
関
西
は
美
術
館
が
多
く
展
覧
会
を
見
て
歩
く

の
は
楽
し
い
。
し
か
し
、
海
外
に
住
ん
で
い
る
人

に
関
西
の
美
術
館
な
ど
が
ど
の
程
度
知
名
度

が
あ
る
の
か
、
来
日
し
て
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
う
ま
く
Ｐ
Ｒ
し
、
連
携

す
れ
ば
、
東
京
に
負
け
な
い
蓄
積
が
あ
る
と
思

う
。

・
古
い
お
寺
や
仏
像
な
ど
は
大
好
き
。

・
「
自
然
」
で
は
最
近
行
っ
た
熊
野
古
道
が
良

か
っ
た
。
神
秘
的
で
あ
ま
り
人
が
い
な
い
。
南
方

熊
楠
も
魅
力
的
。

関
西

の
歴

史
・
文

化
・
自

然

・
宝

塚
は

ち
ょ
っ
と
信

じ
ら
れ

な
い
が

、
規

模
が

大
き
く
て
感

動
と
い
う
人

も
い
る
。
あ
あ
い
う

シ
ョ
ー
は

ロ
ン
ド
ン
に
行

け
ば

い
く
ら
で
も
あ
る
。

宝
塚
を
わ
ざ
わ
ざ
見
に
行
く
人
は
い
な
い
と
思

う
。

・
吉

本
は

早
す
ぎ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

わ
か

ら
な

い
。
か

と
い
っ
て
字

幕
は

難
し
い
と
思

う
。

・
Ｕ
Ｓ
Ｊ
は

イ
ギ
リ
ス
人

に
は

あ
ま
り
受

け
な
い

と
思

う
。
せ

っ
か

く
関

西
に
来

た
ら
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
は

な
く
、
大

阪
城

や
京

都
の

お
寺

を
見

に
行

く
。
普

通
の

遊
園

地
は

興
味

を
そ
そ
ら
れ

な
い
。

・
野

球
は

ア
メ
リ
カ
の

も
の

だ
か

ら
イ
ギ
リ
ス
人

は
ル

ー
ル

を
知

ら
な
い
の

で
面

白
く
な
い
。
日

本
に
住

ん
で
か

ら
阪

神
フ
ァ
ン
の

す
ご
さ
を
知

り
、
そ
れ

は
面

白
い
と
思

っ
た
。

・
中

国
人

、
香

港
人

で
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
行

く
人

を
よ
く

見
か

け
る
。

・
吉

本
な
ど
の

一
般

的
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
は

言
葉

が
わ

か
ら
な
い
と
難

し
い
。
今

で
も
興

味
を
持

て
な
い
。
文

楽
な
ど
も
一

般
の

外
国

人
に
は
難
し
そ
う
。

関
西
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

・
来
日
前
か
ら
大
阪
は
も
の
づ
く
り
の
街
、
商

売
の
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

人
が
一
般
的
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
聞
い
て
い

た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
知
り
合
い
か
ら
そ
う
い
う
知

識
を
得
た
。

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
機
械
は
す
ご
い
。

ト
イ
レ
も
す
ご
い
。
そ
れ
を
ブ
ロ
グ
に
載
せ
て
「
す

ご
い
な
～

、
や

っ
ぱ
り
日

本
だ
。
モ
ダ
ン
な
機

械
が
も
の
す
ご
く
面
白
い
」
と
思
う
。
僕
は
京
橋
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
の
世
界
の
ト
イ
レ
を
人
に
勧
め
て
い

る
。
フ
ァ
ミ
コ
ン
も
面
白
い
と
思
う
し
、
や
っ
ぱ
り

日
本
人
は
変
わ
っ
て
い
る
と
思
う
。

・
も
の
づ
く
り
、
経
済
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

詳
し
く
は
な
い
が
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
有
名

企
業
は
関
西
が
原
点
。
日
本
の
大
き
な
企
業
は

元
々
関
西
だ
っ
た
が
、
成
功
す
る
と
東
京
へ
出

て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
。
と
い
う
こ
と

は
、
関
西
に
は
も
の
づ
く
り
の
原
点
・
素
養
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

・
元
々
日
本
の
文
化
に
し
か
興
味
が
な
く
、
経

済
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
た
め
、
大
阪
へ
の
関

心
も
薄
か
っ
た
。

関
西

の
経

済
・
産

業

・
遠

目
に
見

る
と
自

然
が

多
い
と
思
っ
た
の
だ

が
、
近

く
で
見

る
と
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。
来

日
１

週
間

目
く
ら
い
に
箕

面
に
行

っ
た
の
だ
が
、
フ
ェ

ン
ス
が

木
に
似

せ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
て

い
た
。
ダ
ム
や

川
も
自

然
の

ま
ま
で
は
な
い
。
森

も
自

然
の

森
で
は

な
く
、
杉

の
木
だ
ら
け
だ
。
日

本
人

は
「
我

々
日

本
人

は
自
然
が
好
き
」
と
言
う

が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
ら
け
だ
と
思
い
、
残
念
だ
っ

た
。
ア
ジ
ア
の

山
、
雨

、
川

と
い
う
も
の
を
考
え
る

と
、
鉄
砲
水
対
策
な
ど
で
川
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
ら
れ

て
い
る
の

も
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が

、
最

初
の

印
象

は
自

然
で
な
い
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

・
結

構
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
と
思
う
。

・
橋

下
知

事
や

京
都

と
兵

庫
の
知
事
が
環
境

を
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
と
し
て
、
上

海
に
宣
伝
に

行
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
。

・
省

エ
ネ
と
下

水
処

理
場

に
見
学
に
来
て
欲
し

い
と
い
う
プ
ラ
ン
を
作
り
、
中
国
人
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
い
う
仕
事
に
関
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

・
関

西
は

環
境

に
対

す
る
意
識
が
高
い
と
思

う
。
た
だ
し
、
街

の
ゴ
ミ
な
ど
は

も
う
少
し
何
と
か

な
ら
な
い
か

と
思

う
。

・
大

阪
の

環
境

は
良

い
と
は
い
え
な
い
。

・
外

国
人

は
水

俣
、
ゴ
ミ
問

題
な
ど
か
ら
日
本

は
き
れ

い
で
は

な
い
と
思

っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

よ
り
も
リ
サ

イ
ク
ル

は
進

ん
で
い
る
の
に
、
そ
う

い
う
イ
メ
ー
ジ
は

な
く
、
汚

い
と
思
わ
れ
て
い
る
。

関
西
の
環
境
配
慮
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・
イ
ギ
リ
ス
の
人
に
「
関
西

」
と
い
う
の
を
説
明
し
て
も
、
す
ぐ
に
京
都
、
大

阪
、
神

戸
、
奈

良
と
い
う
個

々
の

都
市

の
話

に
な

る
と
思

う
。
イ
ギ
リ
ス
に
も
「
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
」
と
い
う
政

府
や

マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
作

ら
れ

た
エ
リ
ア
の

呼
称

が
あ
る
が

、
「
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
」
よ
り
も
そ
の
中
に
あ
る
「
リ
バ
プ
ー
ル
」
「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
い
う
個
々
の
都
市
に
興
味
を
も
た
れ
る
。

そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

・
大
阪
弁
、
京
都
弁
が
違
う
よ
う
に
、
リ
バ
プ
ー
ル
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
も
し
ゃ
べ

り
方

が
違

う
。
だ
か

ら
、
イ
ギ
リ
ス
人

に
は

大
阪
弁
と
京
都
弁
が
違
う
と
い
う
面
白
さ
は
わ
か
り
や
す
い
。

・
関
西
の
詳
細
情
報
は
結
構
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
留
学
生
な
ど
の
在
日
外

国
人

の
ブ
ロ
グ
な
ど
が

結
構

あ
り
、
関

西
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
お
勧
め
の
バ
ー
や
変
わ
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
紹
介

さ
れ

て
い
る
。
駅

か
ら
こ
れ

く
ら
い
で
徒

歩
か

ら
行

け
る
と
い
う
細
か
な
こ
と
や
、
若
い
人
向
け
の
面
白
い
ス
ポ
ッ
ト
、
ノ
リ
系

の
女

の
子

が
見

ら
れ

る
ス
ポ
ッ
ト
、
漫

画
喫

茶
な
ど

の
俗
っ
ぽ
い
情
報
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

・
観
光
は
、
完
全
に
２
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
と
思
う
。
１
／
３
く
ら
い
は

歴
史

や
文

化
に
興

味
が

あ
る
。
２
／

３
く
ら
い
は

日
本

が
中

国
よ
り
も
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
繁

華
街

を
歩

い
た
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
へ

い
っ
た
り
す
る
の

で
は

な
い
か

。
お
い
し
く

食
べ
て
、
観
光
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
自
分
の
国
で
は
得
ら
れ
な
い
非

日
常

を
体

験
し
た
い
の

で
は

な
い
か

。

・
た
こ
焼
き
を
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
行
く
人
は
い
な
い
と
思
う
。
日
本
ら
し
い
、
見

て
美

し
く
、
食

べ
て
お
い
し
い
も
の

を
求

め
る

の
で
は
。
た
だ
、
熱
々
の

も
の
を
食
べ
る
中
華
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
冷
め
た
料

理
を
食

べ
る
こ
と
に
は

抵
抗

感
を
持

つ
と

思
う
。
し
か
し
、
お
座
敷
で
ち
ょ
っ
と
贅

沢
な
ひ
と
時
を
体
験
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
は
な
い
か

。

・
「
関
西
は
個
性
豊
か
」
と
言
い
た
い
。
神
戸
、
大
阪
、
京
都
、
奈
良
は
近

い
の

に
、
そ
れ

ぞ
れ

の
街

の
性

格
が

非
常

に
違
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
関

西
と
い
う
も
の
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
去
年
両

親
が

日
本

に
来

て
案

内
し
た
が

、
神

戸
で
は

山
の

手
の
異
人
館
、
海
の
明
石

大
橋
、
京
都
や
奈
良
で
は
古
い
お
寺
、
大
阪

で
は

お
い
し
い
お
店

や
海

遊
館

に
行

っ
た
。
海

や
山
、
色
々
な
も
の
が
あ
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
た
。
関
西
と
い
う
エ
リ
ア
の

魅
力

は
豊

か
な
個

性
を
持

つ
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と

だ
と
思
う
。

・
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
る
。
古
い
も
の
の
横
に
新
し
い
も
の
が
あ
る
。
例

え
ば

、
古

く
か

ら
の

お
寺

の
隣

に
ラ
ブ
ホ
テ
ル

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
都
市
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
あ
り
え
な
い
。
カ
オ
ス
で
ル

ー
ル

が
な
い
と
こ
ろ
が

と
て
も
好

き
。
「
カ
オ
ス
」
は
い
い
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
で
は

な
い
か
。
カ
オ
ス
か

ら
は

色
々

な
も
の

が
生

ま
れ

る
。

・
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
は

着
物
、
寿
司
な
ど
普
通
の
情
報
し
か
持
っ
て
い
な
い
。

・
日
本
は
う
ま
く
文
化
を
伝
え
て
い
な
い
と
思
う
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の

に
、
日

本
だ
と
ど
ん
な
変

わ
っ
た
こ
と
で
も
、

何
で
も
あ
り
え
る
と
思
わ
れ

て
い
る
。

・
関
西
は
ア
ン
グ
ラ
系
の
音
楽
も
多
い
。

関
西

の
こ
と
を
母

国
の
人

に
説

明
す
る
と
す
れ
ば

・
ヨ
ド
バ

シ
カ
メ
ラ
、
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
な
ど
は
外
国
人
だ
ら
け
な
の
で
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
。
外
国
人
パ
ブ
が
日
本
に
は
多
い

が
、
全

く
行

か
な
い
。
関

西
を
も
っ
と
国
際
化
し
た
い
と
い
う
話
は
聞
く
が
、
あ
ま
り
し
て
ほ
し
く
な
い
と
思
う
。
国
際
的
な
所
な

ら
東

京
が

あ
る
。
関

西
に
は

も
と
も
と
の
味
が
あ
る
。
そ
う
い
う
点
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
来
日

し
て
、
ス
タ
バ

や
マ
ク
ド
が

あ
る
の

は
面

白
く
な
い
。
残

す
べ
き
と
こ
ろ
は

残
し
て
ほ
し
い
。

・
最

近
は

日
本

へ
の

外
国

人
観

光
客
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
み
ん
な
京
都
へ
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

・
日

本
に
も
ユ
ー
レ
イ
ル

パ
ス
的

な
も
の
は
あ
る
と
思
う
が
、
J
R
と
私
鉄
が
あ
る
の
で
ち
ょ
っ
と
不
便
だ
と
思
う
。
イ
ギ
リ
ス

で
も
っ
と
説

明
し
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
日

本
は

電
車

も
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
と
思
う
。
日
本
の
電
車
は
最
高
だ
。
１
５
分
ご
と
に
や
っ
て
く
る
新
幹
線
な
ど
、
す
ば
ら

し
い
。
形

も
面

白
く
て
人

気
が

あ
る
。
乗
っ
た
人
は
み
ん
な
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
政
府
が
投
資
し
た

か
ら
違

う
と
思

う
が

、
イ
ギ
リ
ス
の

電
車

は
恥

ず
か

し
い
く
ら
い
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
。

・
京

都
、
奈

良
、
神

戸
、
大

阪
が
電
車
や
車
で
す
ぐ
に
行
け
る
近
い
距
離
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
関
西
の
魅
力
が
高
ま
っ

た
。
そ
れ

ぞ
れ

の
街

に
違

う
魅

力
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
き
な
関
西
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
関
西
」

が
豊

か
な
個

性
を
持

つ
こ
と
に
な
り
、
よ
り
魅
力
的
な
エ
リ
ア
に
な
る
と
思
う
。
大
阪
だ
け
、
京
都
だ
け
と
い
う
一
つ
一
つ
の

街
だ
け
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ

だ
け
近
い
の
だ
か
ら
ひ
と
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

・
ソ
フ
ト
面

で
言

え
ば

、
日

本
人

の
優
し
さ
、
サ

ー
ビ
ス
の

良
さ
、
礼

儀
正

し
さ
、
清

潔
さ
な
ど
は

、
乱

れ
て
き
て
い
る
と
い
う

意
見

も
あ
る
が

、
世

界
の

中
で
は

高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
思
う
。
日
本
人
は
全
体
的
に
優
し
い
が
、
関
西
は
特
に
優
し
い
と

思
う
。
外

交
的

な
性

格
で
、
明

る
い
と
こ
ろ
は
中
国
人
に
も
似
て
お
り
、
世
話
好
き
で
親
切
。

・
歴

史
は

中
国

の
方

が
古

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
中
国
は
長
い
戦
乱
の
中
で
失
わ
れ
た
も
の
も
多
く
、
日
本
の
方
が

そ
の

ま
ま
保

存
さ
れ

て
い
る
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
そ
の
辺
に
一
見
の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
古

い
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
新

し
い
も
の
も
あ
る
と
伝
え
る
べ
き
。
京
都
の
よ
う
な
「
伝
統
イ
メ
ー
ジ
」
だ
け
で
は
物
足
り
な

い
。

・
色

々
な
も
の

が
あ
る
と
伝

え
な
い
と
、
一
部
の
人
し
か
興
味
を
ひ
か
れ
な
い
。
お
寺
の
よ
う
な
伝
統
的
な
も
の
だ
け
だ

と
、
興

味
を
持

つ
人

は
少

な
い
。
お
寺
、
食
べ
物
、
ア
ン
グ
ラ
系
ア
ー
ト
な
ど
色
々
な
も
の
が
揃
っ
て
い
る
と
伝
え
る
べ
き
。

・
マ
ン
ガ
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
は
魅
力
の
ひ
と
つ
。

・
小

説
や

映
画

と
結

び
つ
け
ば

風
景
に
も
魅
力
を
感
じ
る
の
で
は
。
私
は
「
細
雪
」
が
と
て
も
好
き
で
、
そ
れ
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
風

景
を
見

る
と
「
あ
、
雪

子
さ
ん
が
出
て
き
そ
う
」
と
思
っ
て
楽
し
い
。
「
ナ
ニ
ワ
金
融
道
」
で
大
阪
を
好
き
に
な
る
人
が

い
る
か

も
し
れ

な
い
。

関
西

の
魅

力

　 　 サ イ モ ン ・ モ ー ラ ン 氏　 　 　 　 　 白 梅 仙 氏ク リ ス ト フ ァ ー ・ ス テ ィ ヴ ン ズ 氏

�
ア
リ
ン
グ
内

�
ま
と
め
�

�

関
西
と
い
う
エ
リ
ア
で
は
な
く
、
「
大
阪
」
「
京

都
」
な
ど
個
別
の
都

市
を
紹
介
。

多
様
な
都
市
や
自
然
を
擁
す
る
多
様
性

を
関

西
の

魅
力

と
し
て

伝
え
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

歴
史
や
文
化
な
ど
を
あ
ま
り
掘
り
下
げ
て
紹
介
し
て
も
興
味
は

感
じ
て
も
ら
え
な
い
。

伝
統

イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま

で
、
色

々
な
楽

し
み

方
が
出
来
る
エ
リ
ア
で
あ
る
点
を
訴
求
す
べ
き
。

性
格

の
違

う
都
市
が
近
接
し
て
い
る
エ
リ
ア
で
、
東
京
に
は
な
い

関
西

独
特

の
味

が
あ
る
こ
と
は
最
大
の
魅
力
点
。

優
し
さ
・
サ

ー
ビ
ス
の
良
さ
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
も
魅
力
の
ひ
と
つ
。
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（
１

）
関

西
の

ブ
ラ

ン
ド

力
評

価
（
再

掲
）

�
関

西
ブ

ラ
ン

ド
資

産
に

対
す

る
評

価
�
�

1
4
�

�
関

西
の

ブ
ラ

ン
ド

価
値

に
対

す
る

評
価

�
�

1
5
�

�
関

西
の

�
�

資
産

の
認

知
�

�
�
�

9
�

　 回 収 数

　 回 収 数

　 回 収 数

食 文 化

都 市 型 レ ジ ャ ー

全
体

( 
3
1
6
 )

4
5
.1

2
2
.3

4
6
.5

1
4
.2

1
3
.8

2
9
.9

全
体

( 
3
1
6
 )

2
2
.4

1
2
.3

1
5
.0

9
.7

全
体

( 
3
1
6
 )

6
5
.2

3
4
.8

6
3
.4

4
6
.3

2
4
.3

北
米

全
体

( 
6
2
 )

4
5
.5

1
2
.2

6
3
.9

9
.7

1
1
.0

3
8
.4

北
米

全
体

( 
6
2
 )

2
1
.9

6
.7

1
2
.4

1
.2

北
米

全
体

( 
6
2
 )

6
5
.9

3
0
.4

7
4
.6

4
4
.9

1
9
.1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

4
8
.1

1
8
.3

5
7
.0

8
.7

1
0
.7

2
9
.3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

2
0
.6

7
.4

1
1
.7

3
.7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

7
3
.1

3
6
.5

7
2
.2

4
7
.9

1
6
.9

ア
 ジ

 ア
( 
1
1
1
 )

4
3
.6

1
9
.3

3
9
.1

1
4
.4

1
3
.0

2
4
.0

ア
 ジ

 ア
全

体
( 
1
1
1
 )

1
6
.2

1
0
.6

1
3
.5

9
.0

ア
 ジ

 ア
( 
1
1
1
 )

6
6
.6

3
7
.6

5
7
.2

4
6
.6

2
2
.9

■
 ど

の
エ

リ
ア

に
お

い
て

も
、

歴
史

文
化

の
評

価
が

高
い

。
■

 こ
れ

に
加

え
て

、
欧

米
で

は
食

文
化

の
評

価
も

高
い

。

歴 史 文 化

知 と モ ノ づ く り

創 発 性

食 文 化

環 境 ・ 自 然

人 々 の 交 流

芸 術 文 化

■
歴

史
文

化
、

食
文

化
に

関
す

る
資

産
が

よ
く
知

ら
れ

て
い

る
。

　
 一

方
で

、
環

境
・
自

然
、

知
と

モ
ノ

づ
く
り

関
連

の
認

知
が

低
い

。

ゆ と り ・ 安 心

歴 史 文 化

環 境 ・ 自 然

知 と モ ノ づ く り

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

■
創

発
性

が
各

エ
リ

ア
共

に
高

評
価

と
な

っ
て

い
る

。
■

ア
ジ

ア
で

は
欧

米
に

比
べ

て
、

自
己

実
現

、
人

間
性

、
　

 ゆ
と

り
・
安

心
に

対
す

る
評

価
も

高
く
、

多
様

な
価

値
を

　
 感

じ
て

い
る

。

人 間 性

自 己 実 現

 
 
 
 
■

 
歴

史
文

化
･
食
文
化
の
資
産
や
創
発
性
の
ブ

ラ
ン

ド
価

値
が

ど
の

エ
リ

ア
で

も
高

く
評

価
･
認

知
さ

れ
て

い
る
。

 
 
 
 
■

 
エ

リ
ア

別
特
徴
と
し
て
は
､
北
米
･
欧
州
の

食
文

化
の

認
知

･
評

価
が

高
い

。
ま

た
､
ア

ジ
ア

で
は

価
値

評
価
の
特
徴
が
他
の
エ
リ
ア
に
比
べ
て
高
い
こ
と
が
特
徴
。

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%
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（
２

）
来

訪
意

向
・
居

住
意

向
の

向
上

の
ポ

イ
ン

ト
抽

出
　

～
 関

西
ブ

ラ
ン

ド
資

産
認

知
 ～

【
関

西
ブ

ラ
ン

ド
資

産
に

対
す

る
評

価
：
Q

1
4
】

【
関

西
の

ブ
ラ

ン
ド

価
値

に
対

す
る

評
価

：
Q

1
5
】

【
関

西
の

�
�

資
産

の
認

知
�

�
：
Q

9
】

①
関

西
へ

の
来

訪
意

向
と

い
う

観
点

か
ら

見
る

と
②

関
西

へ
の

居
住

意
向

と
い

う
観

点
か

ら
見

る
と

　 回 収 数

食 文 化

都 市 型 レ ジ ャ ー

　 回 収 数

食 文 化

都 市 型 レ ジ ャ ー

北
米

全
体

( 
6
2
 )

6
5
.9

3
0
.4

7
4
.6

4
4
.9

1
9
.1

北
米

全
体

( 
6
2
 )

6
5
.9

3
0
.4

7
4
.6

4
4
.9

1
9
.1

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
4
4
 )

6
9
.6

3
0
.8

7
8
.4

4
4
.4

1
7
.2

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

2
0
 )

7
2
.5

4
1
.2

7
6
.3

5
8
.8

2
1
.4

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

7
3
.1

3
6
.5

7
2
.2

4
7
.9

1
6
.9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

7
3
.1

3
6
.5

7
2
.2

4
7
.9

1
6
.9

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
3
3
 )

7
8
.8

3
9
.4

7
5
.0

5
0
.8

1
7
.7

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

1
8
 )

7
8
.5

3
8
.5

7
7
.8

5
3
.0

1
8
.3

ア
 ジ

 ア
( 
1
1
1
 )

6
6
.6

3
7
.6

5
7
.2

4
6
.6

2
2
.9

ア
 ジ

 ア
( 
1
1
1
 )

6
6
.6

3
7
.6

5
7
.2

4
6
.6

2
2
.9

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
7
6
 )

6
5
.8

3
8
.4

6
0
.2

4
9
.2

2
6
.9

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

4
2
 )

6
0
.4

3
2
.8

4
8
.8

4
3
.4

1
8
.4

　 　

知 と モ ノ づ く り

評
価

ポ
イ

ン
ト

■
歴

史
文

化
■

環
境

・
自

然
■

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

評
価

ポ
イ

ン
ト

-

■
北

米
・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
居

住
意

向
者

は
、

歴
史

文
化

、
エ

ン
タ

ー
テ

イ
ン

メ
ン

ト
を

中
心

に
、

　
 関

西
の

具
体

的
な

資
産

を
認

知
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

具
体

的
資

産
の

認
知

・
理

解
促

進
 　

が
居

住
意

向
を

高
め

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
北

米
の

環
境

・
自

然
も

特
徴

的
。

■
一

方
、

ア
ジ

ア
人

で
は

、
居

住
意

向
者

が
特

徴
的

に
高

い
も

の
は

な
く
、

具
体

的
資

産
の

　
 認

知
・
理

解
促

進
に

よ
っ

て
居

住
意

向
を

高
め

る
こ

と
は

困
難

と
思

わ
れ

る
。

■
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
来

訪
意

向
者

で
歴

史
文

化
が

や
や

高
い

も
の

の
、

各
エ

リ
ア

共
に

、
全

体
と

　
 来

訪
意

向
者

と
の

特
徴

的
な

差
は

な
く
、

具
体

的
な

関
西

の
資

産
の

認
知

が
、

来
訪

意
向

を
　

 喚
起

す
る

傾
向

は
小

さ
い

こ
と

が
窺

え
る

。

■
歴

史
文

化
■

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

-

- -

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

歴 史 文 化

環 境 ・ 自 然

知 と モ ノ づ く り

歴 史 文 化

環 境 ・ 自 然

　
 
 
■

 
具

体
的

な
関
西
の
資
産
の
認
知
向
上
や
理

解
促

進
だ

け
で

は
､
来

訪
意

向
を

喚
起

す
る

こ
と

は
困

難
　

 
 
■

 
欧

米
に

共
通
し
て
､
歴
史
文
化
､
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン

メ
ン

ト
の

認
知

向
上

や
理

解
促

進
で

､
居

住
意

向
は

高
ま
る
傾
向
。
一
方
で
､
ア
ジ
ア
で
は
具
体
的
資
産
の
認
知
向
上
､

 
 
 
 
 
 
 
理

解
促

進
で
居
住
意
向
を
高
め
る
こ
と
は

困
難

 各
エ

リ
ア

毎
の

関
西

へ
の

来
訪

意
向

・
居

住
意

向
＝

関
西

の
ブ

ラ
ン

ド
力

を
高

め
る

た
め

に
、

来
訪

意
向

者
と

居
住

意
向

者
の

特
徴

を
分

析
す

る
。

 　
　

→
意

向
者

が
高

く
評

価
し

て
い

る
ポ

イ
ン

ト
が

、
関

西
へ

の
来

訪
意

向
・
居

住
意

向
を

高
め

て
い

る
と

考
え

ら
れ

、
今

後
理

解
促

進
を

図
る

こ
と

で
来

訪
意

向
・
居

住
意

向
＝

ブ
ラ

ン
ド

力
を

高
め

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

 　
※

表
に

つ
い

て
 　

　
　

　
上

段
：
各

エ
リ

ア
全

体
　

　
下

段
：
来

訪
意

向
者

 も
し

く
は

、
居

住
意

向
者

上
段

よ
り

5
ポ

イ
ン

ト
以

上
高

い
も

の
上

段
よ

り
1
0
ポ

イ
ン

ト
以

上
高

い
も

の
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（
３

）
来

訪
意

向
・
居

住
意

向
の

向
上

の
ポ

イ
ン

ト
抽

出
　

～
 関

西
ブ

ラ
ン

ド
資

産
評

価
 ～

�
関

西
ブ

ラ
ン

ド
資

産
に

�
�

る
評

価
�
�

1
4
�

①
関

西
へ

の
来

訪
意

向
と

い
う

観
点

か
ら

見
る

と
②

関
西

へ
の

居
住

意
向

と
い

う
観

点
か

ら
見

る
と

　 回 収 数

歴 史 文 化

知 と モ ノ づ く り

食 文 化

環 境 ・ 自 然

人 々 の 交 流

芸 術 文 化

　 回 収 数

歴 史 文 化

知 と モ ノ づ く り

食 文 化

環 境 ・ 自 然

人 々 の 交 流

芸 術 文 化

北
米

全
体

( 
6
2
 )

4
5
.5

1
2
.2

6
3
.9

9
.7

1
1
.0

3
8
.4

北
米

全
体

( 
6
2
 )

4
5
.5

1
2
.2

6
3
.9

9
.7

1
1
.0

3
8
.4

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
4
4
 )

5
1
.3

1
4
.9

7
0
.5

1
2
.0

1
4
.5

5
0
.5

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

2
0
 )

4
5
.6

1
6
.7

6
7
.0

1
4
.3

1
5
.0

4
2
.0

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

4
8
.1

1
8
.3

5
7
.0

8
.7

1
0
.7

2
9
.3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

4
8
.1

1
8
.3

5
7
.0

8
.7

1
0
.7

2
9
.3

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
3
3
 )

5
3
.5

1
8
.2

6
2
.4

1
1
.3

1
4
.5

3
8
.2

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

1
8
 )

6
1
.1

1
4
.8

6
4
.4

2
0
.6

2
0
.0

3
1
.1

ア
 ジ

 ア
( 
1
1
1
 )

4
3
.6

1
9
.3

3
9
.1

1
4
.4

1
3
.0

2
4
.0

ア
 ジ

 ア
全

体
( 
1
1
1
 )

4
3
.6

1
9
.3

3
9
.1

1
4
.4

1
3
.0

2
4
.0

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
7
6
 )

5
0
.7

2
3
.7

4
5
.0

1
8
.8

1
5
.3

3
1
.3

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

4
2
 )

4
6
.0

2
5
.9

3
7
.1

2
0
.7

1
9
.5

3
1
.4

■
来

訪
意

向
者

で
特

に
評

価
の

高
い

も
の

は
、

各
エ

リ
ア

共
通

し
て

歴
史

文
化

、
食

文
化

、
芸

術
文

化
　

 と
な

っ
て

お
り

、
来

訪
意

向
喚

起
の

た
め

の
必

須
要

件
と

な
っ

て
い

る
。

■
居

住
意

向
者

で
は

、
北

米
で

は
目

立
っ

た
特

徴
は

な
い

が
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
と

ア
ジ

ア
で

環
境

・
　

 自
然

と
人

々
の

交
流

の
重

要
性

が
増

加
■

ま
た

、
ア

ジ
ア

の
特

徴
と

し
て

は
、

知
と

モ
ノ

づ
く
り

の
重

要
性

が
高

い
こ

と
と

、
食

文
化

の
　

 影
響

度
が

低
い

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

■
歴

史
文

化
■

食
文

化
■

芸
術

文
化

評
価

ポ
イ

ン
ト

■
歴

史
文

化
■

食
文

化
■

芸
術

文
化

■
歴

史
文

化
■

食
文

化
■

芸
術

文
化

評
価

ポ
イ

ン
ト

－

■
歴

史
文

化
■

食
文

化
■

自
然

環
境

■
芸

術
文

化

■
経

済
産

業
■

自
然

環
境

■
交

流
文

化
■

芸
術

文
化

　
 
 
■

 
来

訪
意

向
を
高
め
る
に
は
､
各
エ
リ
ア
共

に
歴

史
文

化
､
食

文
化

､
芸

術
文

化
の

3
つ

の
理

解
促

進
･
評

価
向
上
が
必
要
。

 
 
　
■

 
居

住
意

向
を
高
め
る
に
は
､
エ
リ
ア
に
よ

っ
て

状
況

は
異

な
る

が
､
環

境
･
自

然
や

人
々

の
交

流
の

理
解

促
進
･
評
価
向
上
が
必
要
。

　
 
　

 
 
居

住
視

点
で
考
え
る
と
､
周
辺
環
境
や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
な

ど
と

の
関

係
が

気
に

な
る

た
め

と
考

え
ら
れ
る
。
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（
４

）
来

訪
意

向
・
居

住
意

向
の

向
上

の
ポ

イ
ン

ト
抽

出
　

～
 関

西
ブ

ラ
ン

ド
価

値
評

価
 ～

�
関

西
の

ブ
ラ

ン
ド

価
値

に
�

�
る

評
価

�
�

1
5
�

①
関

西
へ

の
来

訪
意

向
と

い
う

観
点

か
ら

見
る

と
②

関
西

へ
の

居
住

意
向

と
い

う
観

点
か

ら
見

る
と

　 回 収 数

創 発 性

自 己 実 現

人 間 性

ゆ と り ・ 安 心

　 回 収 数

創 発 性

自 己 実 現

人 間 性

ゆ と り ・ 安 心

北
米

全
体

( 
6
2
 )

2
1
.9

6
.7

1
2
.4

1
.2

北
米

全
体

( 
6
2
 )

2
1
.9

6
.7

1
2
.4

1
.2

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
4
4
 )

2
7
.9

9
.4

1
6
.3

1
.7

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

2
0
 )

3
0
.7

1
2
.9

2
1
.7

0
.0

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

2
0
.6

7
.4

1
1
.7

3
.7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
全

体
( 

5
4
 )

2
0
.6

7
.4

1
1
.7

3
.7

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
3
3
 )

2
8
.6

1
1
.3

1
6
.2

6
.1

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

1
8
 )

4
1
.3

1
5
.1

1
6
.7

9
.7

ア
 ジ

 ア
( 
1
1
1
 )

1
6
.2

1
0
.6

1
3
.5

9
.0

ア
 ジ

 ア
全

体
( 
1
1
1
 )

1
6
.2

1
0
.6

1
3
.5

9
.0

　
関

西
へ

非
常

に
　

来
訪

し
た

い
人

で
は

( 
7
6
 )

2
2
.2

1
3
.7

1
7
.5

1
3
.2

　
関

西
に

非
常

に
　

住
み

た
い

人
で

は
( 

4
2
 )

2
1
.8

1
9
.0

2
3
.8

2
0
.8

評
価

ポ
イ

ン
ト

■
創

発
性

■
自

己
実

現
■

人
間

性

評
価

ポ
イ

ン
ト

■
創

発
性

■
各

エ
リ

ア
で

共
通

し
て

来
訪

意
向

者
で

創
発

性
が

高
く
な

っ
て

お
り

、
関

西
が

持
つ

　
 多

様
な

ブ
ラ

ン
ド

資
産

で
、

創
発

性
を

感
じ

さ
せ

る
こ

と
が

来
訪

意
向

を
高

め
る

に
は

　
 重

要
。

■
全

般
的

に
居

住
意

向
者

が
高

い
。

■
特

に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
創

発
性

、
ア

ジ
ア

で
人

間
性

や
ゆ

と
り

・
安

心
の

重
視

度
が

高
い

。

■
創

発
性

■
自

己
実

現
■

人
間

性
■

ゆ
と

り
・
安

心

■
創

発
性

■
自

己
実

現
■

人
間

性
■

ゆ
と

り
・
安

心

■
創

発
性

■
創

発
性

　
 
 
■

 
来

訪
意

向
を

高
め
る
に
は
､
各
エ
リ
ア
共
に

創
発

性
の

評
価

向
上

が
中

心
。

　
 
 
■

 
一

方
で

､
居

住
意
向
を
高
め
る
に
は
､
エ
リ
ア

に
よ

っ
て

濃
淡

は
あ

る
も

の
の

､
創

発
性

､
自

己
実

現
､
人

間
性

､
ゆ
と
り
･
安
心
の
評
価
向
上
が
必
要
と
な
り
、

　
　

　
 
居

住
を

考
え

る
際
に
は
､
多
様
な
ブ
ラ
ン
ド

価
値

が
得

ら
れ

る
こ

と
が

重
要

と
読

み
取

れ
る

。
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（
５

）
来

訪
意

向
・
居

住
意

向
の

向
上

の
ポ

イ
ン

ト
抽

出
　

～
 来

日
前

後
の

イ
メ

ー
ジ

 ～

�
来

日
前

後
の

関
�

の
�

�
（
ポ

ジ
テ

�
�

）
�
�

�
�
・
�

�
�
�

全
体

⇒

北
米

⇒

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
⇒

ア
ジ

ア
⇒

 ■
 歴

史
や

文
化

が
あ

り
、

行
っ

て
み

た
い

 ■
 名

所
が

多
く
風

景
が

き
れ

い
 ■

 食
べ

物
が

お
い

し
く
、

生
活

に
も

勉
強

に
も

適
し

た
環

境
 ■

 東
京

と
は

違
い

、
人

々
が

温
か

く
面

白
い

来
日

前
来

日
後

 ■
 京

都
・
奈

良
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
に

歴
史

が
あ

り
、

　
　

 古
く
か

ら
の

日
本

の
文

化
が

息
づ

く
 ■

 親
切

な
人

々
が

住
み

、
食

べ
物

が
お

い
し

い

 ■
 歴

史
が

あ
り

美
し

い
 ■

 人
々

が
友

好
的

で
礼

儀
正

し
い

 ■
 技

術
が

進
ん

で
い

る

 ■
 歴

史
が

あ
り

、
古

い
文

化
・
伝

統
の

中
心

 ■
 礼

儀
正

し
い

人
々

が
住

む
 ■

 食
べ

物
が

お
い

し
い

 ■
 日

本
の

文
化

の
発

祥
の

地
で

古
い

も
の

が
残

る
 ■

 大
阪

は
商

業
の

街
で

面
白

い
 ■

 ア
ジ

ア
の

都
市

と
似

て
い

る
 ■

 日
本

人
は

勤
勉

 ■
 京

都
や

奈
良

の
よ

う
に

美
し

く
文

化
や

歴
史

も
あ

る
 ■

 見
所

が
多

い
 ■

 食
べ

物
は

お
い

し
く
シ

ス
テ

ム
が

整
備

さ
れ

た
 ■

 関
東

に
比

べ
人

が
温

か
い

 ■
 優

し
く
礼

儀
正

し
く
面

白
い

人
々

が
住

む

 ■
 日

本
の

豊
か

な
伝

統
文

化
が

残
る

 ■
 史

跡
や

自
然

な
ど

の
景

色
が

美
し

い
 ■

 フ
レ

ン
ド

リ
ー

 ■
 人

が
優

し
い

 ■
 興

味
深

い
体

験
が

で
き

楽
し

い

 ■
 見

所
が

た
く
さ

ん
あ

り
素

晴
ら

し
い

 ■
 人

々
が

友
好

的
で

食
べ

物
が

お
い

し
い

 ■
 仕

事
に

も
、

生
活

に
も

、
旅

行
に

も
よ

い

 
■

 
来

日
前

は
､
北
米
の
｢
先
進
技
術
｣
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の

｢
お

い
し

い
食

べ
物

｣
､
ア

ジ
ア

の
｢
大

阪
な

ど
の

都
市
･
街
｣
な
ど
の
特
徴
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
一
部
あ
る
も
の

 
 
 
 
の

､
ど

の
エ

リ
ア
で
も
共
通
し
て
｢
日
本
の
伝

統
的

な
歴

史
を

代
表

す
る

文
化

｣
や

一
般

的
な

日
本

人
イ

メ
ー
ジ
の
｢
勤
勉
･
礼
儀
正
し
さ
｣
が
主
だ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
。

 
■

 
来

日
後

に
優
し
さ
･
面
白
さ
･
友
好
的
な
ど

の
｢
関

西
独

特
の

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
｣
や

､
｢
生

活
に

適
し

た
環

境
｣
な
ど
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
加
わ

 
 
 
 
り

､
よ

り
厚

み
の
あ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
形

成
が

進
ん

で
い

る
。
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（
６
）
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向

け
た
要

因
分

析
ま
と
め
／

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
方

向
性

北
米

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
ジ
ア

ブ
ラ
ン
ド
資
産

認
知

ブ
ラ
ン
ド
資

産
認

知
の
促
進
だ
け
で
は
、

来
訪

意
向

を
喚

起
す
る
こ
と
は
困
難

ブ
ラ
ン
ド
資
産
認
知
の
促
進
だ
け
で
は

、
来
訪
意
向
を
喚
起
す
る
こ
と
は
困

難
（
歴
史
文
化
は
可
能
性
あ
り
）

ブ
ラ
ン
ド
資

産
認

知
の

促
進

だ
け
で
は

、
来

訪
意

向
を
喚

起
す
る
こ
と
は

困
難

ブ
ラ
ン
ド
資
産

評
価

ブ
ラ
ン
ド
価
値

評
価

ブ
ラ
ン
ド
資
産

認
知

環
境

・
自

然
が
中
心

歴
史

文
化

、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

歴
史

文
化

、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

ブ
ラ
ン
ド
資

産
の

認
知

促
進

で
は

、
居

住
意

向
喚

起
は

困
難

ブ
ラ
ン
ド
資
産

評
価

ブ
ラ
ン
ド
資

産
の

評
価
向
上
で
は
、

居
住

意
向

に
直

接
的

な
影
響
は
及
ぼ
さ
な
い
模
様

歴
史
文
化
や
環
境
・
自
然
が

中
心

食
文
化
や
人
々
の
交
流

知
と
モ
ノ
づ
く
り
、
環

境
・
自

然
、

人
々

の
交

流
、
芸

術
文

化

ブ
ラ
ン
ド
価
値

評
価

創
発

性
、
自

己
実

現
、
人
間
性

創
発
性
が
中
心

自
己
実
現
、
人
間
性
、
ゆ
と
り
・
安
心

人
間
性
、
ゆ
と
り
・
安
心
が
中
心

創
発

性
、
自

己
実

現

北
米

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
ジ
ア

環
境

・
自

然
を
中

心
に
、
歴

史
文

化
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
の

ブ
ラ
ン
ド
資

産
が

存
在

し
、
創
発
性
を
感
じ
る
、
自
己
実

現
を
す
る
機

会
を
与

え
て
く
れ

る
地

域

歴
史

文
化

や
環

境
・
自

然
、
も
し
く
は

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
有
し
、
創
発
性
を
中
心
に
、
自
己
実
現
、
人
間
性
、
ゆ
と

り
・
安

心
の

多
様

な
価

値
を
与

え
る
地

域

年
代

、
価

値
観

、
国

籍
な
ど
が

異
な
る
人

々
の

交
流

が
で
き

る
土

壌
を
持

ち
、
自

身
も
温

か
く
受

け
入

れ
て
も
ら
え
、
生

活
に
ゆ
と
り
・
安

心
を
持

つ
こ
と
が

で
き
る
地

域

歴
史
文
化
や
食
文
化
な
ど
を
始

め
、
多

く
の

ブ
ラ
ン
ド
資

産
を
保
有
す
る
関
西
だ
が
、
個
別
の
ブ
ラ
ン
ド
資
産
を
単
純
に
認
知
す
る
だ
け
で
は

、
来

訪
意

向
を
喚

起
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向

上
に
繋

が
り

づ
ら
い
。
来
訪
意
向
や
居

住
意

向
の

ブ
ラ
ン
ド
力

向
上

に
は

、
個
別
の
ブ
ラ
ン
ド
資
産
が
重
な
り
、
ど
の
よ
う
な
資
産
を
有
す
る
地

域
で
あ
る
か

、
さ
ら
に
は

、
そ
れ

ら
の

資
産

に
よ
っ
て
自

分
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
価

値
を
与

え
て
く
れ

る
か

と
い
う
物

語
を
伝

え
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
こ
と
が

窺
え
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
る
に
は

、
そ
こ
に
住

む
人

々
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
生
活
に
適
し
た
環
境
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
“
生
活
”
の

一
部

を
切

り
取

っ
た
内

容
を
伝

え
る
こ
と
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印

象
は

強
ま
る
。

具
体
的

に
来
訪
意
向
を
喚

起
さ
せ

る
に
は

、
各

エ
リ
ア
共

通
し
て
、
歴
史
文
化
・
食
文
化
・
芸
術
文
化
が
集
い
、
訪
れ
た
人
の
感
性
や

気
分

を
揺

さ
ぶ

り
刺

激
す
る
創

発
性

価
値

を
提

供
す
る
地

域
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が

重
要

で
あ
る
と
思

わ
れ

る
。
よ
り
強

い
ブ
ラ
ン
ド
力

指
標
で
あ
る
居
住
意
向
で
は
、
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
る
が
、
全
エ
リ
ア
共

に
来

訪
意

向
に
比

べ
て
多

様
な
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
持

つ
こ
と
が

重
要

で
あ
る
こ
と
が

い
え
る
。

　
＊
各
エ
リ
ア
の
主
立
っ
た
特

徴
か

ら
の

方
向

性
案

は
以

下
に
記
し
た
。

居
住
意
向
喚
起

の
方
向
性
（
案
）

歴
史
文
化
、
食
文
化
、
芸
術
文

化

創
発
性

来
日
前
に
は
な
く
、
来
日
後
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
持

た
れ

て
い
る
、

「
関

西
独

自
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
と
、
「
生
活
に
適
し
た
環
境
」
を
伝
え
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
レ
ベ
ル

と
そ
の

内
容

の
向

上
を
図

る
こ
と
が

可
能

来 訪 意 向 喚 起 の 要 因 居 住 意 向 喚 起 の 要 因

関
西
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

向
上
の
要
因
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関
西
に
つ
い
て
の
お
伺
い

ま
ず

は
じ

め
に

、
あ

な
た

ご
自

身
の

こ
と

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
S
C

1
確

認
の

た
め

に
お

伺
い

し
ま

す
。

あ
な

た
は

現
在

日
本

に
お

住
み

で
す

か
。

（S
A

)
1

は
い

2
い

い
え

�
Q

1
�

�
�

�S
C

1で
1
と

�
え

た
�

�
S
C

2
ど

れ
位

の
期

間
日

本
に

住
ん

で
い

ま
す

か
。

（
S
A

)
1

10
年

以
上

2
5年

～
1
0年

未
満

3
3年

～
5
年

未
満

4
1年

～
3
年

未
満

5
1年

未
満

S
C

3
で

は
、

関
西

に
住

ん
だ

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。
＊

こ
こ

で
い

う
「関

西
」と

は
、

大
阪

府
、

京
都

府
、

兵
庫

県
、

滋
賀

県
、

奈
良

県
、

和
歌

山
県

、
福

井
県

、
三

重
県

、
徳

島
県

の
 ２

府
７

県
の

エ
リ

ア
を

指
し

ま
す

。

1
現

在
住

ん
で

い
る

�
Q

1
�

2
以

前
住

ん
だ

こ
と

が
あ

る
�

Q
1
�

　
3

住
ん

だ
こ

と
は

な
い

�
S
C

4
�

�
�

大
阪

�

�
�

大
�

�

和
歌

山
�

奈
良

�

�
�

�

京
都

�

徳
島

�

福
井

�

徳
島

県

兵
庫

県

京
都

府

滋
賀

県

三
重

県

奈
良

県

和
歌

山
県

大
阪

府

福
井

県

大
阪

�

�
�

大
�

�

和
歌

山
�

奈
良

�

�
�

�

京
都

�

徳
島

�

福
井

�

徳
島

県

兵
庫

県

京
都

府

滋
賀

県

三
重

県

奈
良

県

和
歌

山
県

大
阪

府

福
井

県

�
S
C

3
で

3
と

�
え

た
�

�
S
C

4
あ

な
た

は
関

西
に

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

・
あ

る 1
1
回

だ
け

あ
る

2
2
～

3
回

あ
る

3
4
～

5
回

あ
る

4
6
回

以
上

あ
る

5
な

い

�
�

Q
1

性
別

を
お

知
ら

せ
下

さ
い

。
(S

A
)

1
男

性
2

女
性

Q
2

年
代

を
お

知
ら

せ
下

さ
い

。
(S

A
)

1
1
0
代

2
2
0
代

3
3
0
代

4
4
0
代

5
5
0
代

6
6
0
代

以
上

Q
3

職
業

を
お

知
ら

せ
下

さ
い

。
(S

A
)

1
民

間
企

業
に

勤
め

て
い

る
2

行
政

機
関

・
団

体
に

勤
め

て
い

る
3

自
営

業
（
自

分
で

事
業

を
行

っ
て

い
る

）
4

大
学

生
・
大

学
院

生
5

無
職

6
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

Q
4

ご
出

身
の

国
を

お
知

ら
せ

下
さ

い
。

（
Ｆ

Ａ
）

�
�
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�
�
�
1
で
1
�

Q
5

現
在

は
、
ど
ち
ら
に
お
住

ま
い
で
す
か

。
（
Ｓ
Ａ
）

1
北

海
道

1
1

埼
玉

2
1

岐
阜

3
1

鳥
取

4
1

佐
賀

2
青

森
1
2

千
葉

2
2

静
岡

3
2

島
根

4
2

長
崎

3
岩

手
1
3

東
京

2
3

愛
知

3
3

岡
山

4
3

熊
本

4
宮

城
1
4

神
奈
川

2
4

三
重

3
4

広
島

4
4

大
分

5
秋

田
1
5

新
潟

2
5

滋
賀

3
5

山
口

4
5

宮
崎

6
山

形
1
6

富
山

2
6

京
都

3
6

徳
島

4
6

鹿
児
島

7
福

島
1
7

石
川

2
7

大
阪

3
7

香
川

4
7

沖
縄

8
茨

城
1
8

福
井

2
8

兵
庫

3
8

愛
媛

9
栃

木
1
9

山
梨

2
9

奈
良

3
9

高
知

1
�

群
馬

2
�

長
野

3
�

和
歌

山
4
�

福
岡

北
海
道

秋
田青

森

岩
手

山
形

新
潟

宮
城

福
島

富
山

石
川 福
井

茨
城

栃
木

千
葉

神
奈

川
岐

阜

長
野

群
馬

兵
庫

京
都

三
重

和
歌
山奈
良滋
賀

静
岡

愛
知

山
梨

埼
玉 東
京

岡
山

広
島

山
口

島
根

鳥
取

高
知

徳
島

愛
媛

香
川

福
岡 熊
本

佐
賀

大
分

宮
崎

鹿
児
島

長
崎

沖
縄

大
阪

北
海
道

秋
田青

森

岩
手

山
形

新
潟

宮
城

福
島

富
山

石
川 福
井

茨
城

栃
木

千
葉

神
奈

川
岐

阜

長
野

群
馬

兵
庫

京
都

三
重

和
歌
山奈
良滋
賀

静
岡

愛
知

山
梨

埼
玉 東
京

岡
山

広
島

山
口

島
根

鳥
取

高
知

徳
島

愛
媛

香
川

福
岡 熊
本

佐
賀

大
分

宮
崎

鹿
児
島

長
崎

沖
縄

大
阪

Q
6

お
住

ま
い
の
場

所
以
外

で
、
こ
れ

ま
で
に
、
訪
れ

た
こ
と
の

あ
る
場

所
を
す
べ

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
（
Ｍ
Ａ
）

1
北

海
道

1
1

埼
玉

2
1

岐
阜

31
鳥

取
4
1

佐
賀

2
青

森
1
2

千
葉

2
2

静
岡

32
島

根
4
2

長
崎

3
岩

手
1
3

東
京

2
3

愛
知

33
岡

山
4
3

熊
本

4
宮

城
1
4

神
奈

川
2
4

三
重

34
広

島
4
4

大
分

5
秋

田
1
5

新
潟

2
5

滋
賀

35
山

口
4
5

宮
崎

6
山

形
1
6

富
山

2
6

京
都

36
徳

島
4
6

鹿
児

島

7
福

島
1
7

石
川

2
7

大
阪

37
香

川
4
7

沖
縄

8
茨

城
1
8

福
井

2
8

兵
庫

38
愛

媛

9
栃

木
1
9

山
梨

2
9

奈
良

39
高

知
4
8

ひ
と
つ
も
な
い

1
�

群
馬

2
�

長
野

3
�

和
歌
山

4�
福

岡

北
海

道

秋
田青

森

岩
手

山
形

新
潟

宮
城

福
島

富
山

石
川 福
井

茨
城

栃
木

千
葉

神
奈

川
岐
阜

長
野

群
馬

兵
庫

京
都

三
重

和
歌

山奈
良滋
賀

静
岡

愛
知

山
梨

埼
玉 東
京

岡
山

広
島

山
口

島
根

鳥
取

高
知

徳
島

愛
媛

香
川

福
岡 熊
本

佐
賀

大
分

宮
崎

鹿
児

島

長
崎

沖
縄

大
阪

北
海

道

秋
田青

森

岩
手

山
形

新
潟

宮
城

福
島

富
山

石
川 福
井

茨
城

栃
木

千
葉

神
奈

川
岐
阜

長
野

群
馬

兵
庫

京
都

三
重

和
歌

山奈
良滋
賀

静
岡

愛
知

山
梨

埼
玉 東
京

岡
山

広
島

山
口

島
根

鳥
取

高
知

徳
島

愛
媛

香
川

福
岡 熊
本

佐
賀

大
分

宮
崎

鹿
児

島

長
崎

沖
縄

大
阪
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Q
7

で
は
、
こ
れ

か
ら
訪

れ
て
見

た
い
場

所
を
す
べ

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
(M

A
)

1
北

海
道

1
1

埼
玉

21
岐

阜
3
1

鳥
取

4
1

佐
賀

2
青

森
1
2

千
葉

22
静

岡
3
2

島
根

4
2

長
崎

3
岩

手
1
3

東
京

23
愛

知
3
3

岡
山

4
3

熊
本

4
宮

城
1
4

神
奈

川
24

三
重

3
4

広
島

4
4

大
分

5
秋

田
1
5

新
潟

25
滋

賀
3
5

山
口

4
5

宮
崎

6
山

形
1
6

富
山

26
京

都
3
6

徳
島

4
6

鹿
児

島
7

福
島

1
7

石
川

27
大

阪
3
7

香
川

4
7

沖
縄

8
茨

城
1
8

福
井

28
兵

庫
3
8

愛
媛

9
栃

木
1
9

山
梨

29
奈

良
3
9

高
知

4
8

ひ
と
つ
も
な
い

1
�

群
馬

2
�

長
野

3�
和

歌
山

4
�

福
岡

�
�

北
海
道

秋
田青

森

岩
手

山
形

新
潟

宮
城

福
島

富
山

石
川 福
井

茨
城

栃
木

千
葉

神
奈

川
岐

阜

長
野

群
馬

兵
庫

京
都

三
重

和
歌

山奈
良滋
賀

静
岡

愛
知

山
梨

埼
玉 東
京

岡
山

広
島

山
口

島
根

鳥
取

高
知

徳
島

愛
媛

香
川

福
岡 熊
本

佐
賀

大
分

宮
崎

鹿
児

島

長
崎

沖
縄

大
阪

北
海
道

秋
田青

森

岩
手

山
形

新
潟

宮
城

福
島

富
山

石
川 福
井

茨
城

栃
木

千
葉

神
奈

川
岐

阜

長
野

群
馬

兵
庫

京
都

三
重

和
歌

山奈
良滋
賀

静
岡

愛
知

山
梨

埼
玉 東
京

岡
山

広
島

山
口

島
根

鳥
取

高
知

徳
島

愛
媛

香
川

福
岡 熊
本

佐
賀

大
分

宮
崎

鹿
児

島

長
崎

沖
縄

大
阪

こ
こ
か

ら
は
、
「
関
西

」に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Q
8

こ
こ
で
い
う
「
関
西
」
と
は
下

記
の
2
府
7
県

の
こ
と
を
指

し
ま
す
。

こ
れ

ら
の

う
ち
、
あ
な
た
が
「
関

西
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
府
県

を
す
べ
て
お
知

ら
せ

下
さ
い
。
(M

A
)

1
大

阪
府

6
和

歌
山
県

2
京

都
府

7
福

井
県

3
兵

庫
県

8
三

重
県

4
滋

賀
県

9
徳

島
県

5
奈

良
県

1
�

ひ
と
つ
も
な
い

�
�

大
阪

�

�
�

大
�

�

和
歌

山
�

奈
良

�

神
�

�

京
都

�

徳
島

�

福
井

�

徳
島

県

兵
庫

県

京
都

府

滋
賀

県

三
重

県

奈
良

県

和
歌

山
県

大
阪

府

福
井

県

大
阪

�

�
�

大
�

�

和
歌

山
�

奈
良

�

神
�

�

京
都

�

徳
島

�

福
井

�

徳
島

県

兵
庫

県

京
都

府

滋
賀

県

三
重

県

奈
良

県

和
歌

山
県

大
阪

府

福
井

県
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Q
9

関
西
に
は
次

の
よ
う
な
歴

史
・文

化
、
自
然
・観

光
、
都
市
、
産
業
が
あ
り
ま
す
。

①
こ
れ
ら
の
う
ち
、
関
西
に
あ
る
・関

西
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
関
西
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
も
の
を
す
べ
て

　
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
（M

A
)

②
で
は
、
関
西
に
あ
る
・
関
西
で
行
わ
れ

て
い
る
、
ま
た
は
関
西
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
西
の
魅
力
向

上
に
つ
な
が
る

　
と
思
う
も
の
を
す
べ
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
(M

A
)

① 知 っ て い る も の

② 魅 力 向 上 に つ な が る

と 思 う も の

(1
)

古
都

京
都
の
文
化
財
【金

閣
寺

、
銀
閣
寺

、
清
水
寺
な
ど
】

1
1

(2
)

古
都

奈
良
の
文
化
財
【東

大
寺
、
法

隆
寺
、
唐

招
提
寺
な
ど
】

2
2

(3
)

紀
伊

山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
【高

野
山
、
熊
野
古
道

・熊
野
信
仰
な
ど
】

3
3

(4
)

伊
勢

神
宮

4
4

(5
)

姫
路

城
5

5
(6
)

伝
統

芸
能
【能

、
文
楽
、
歌
舞
伎
、
上
方
落
語
な
ど
】

6
6

(7
)

伝
統

的
な
祭
り
【祇

園
祭
り
、
天
神
祭
り
、
阿
波
踊
り
な
ど
】

7
7

(8
)

伝
統

行
事
【京

都
五
山

送
り
火
、
若

草
山
の
山
焼
き
、
お
水
取
り
な
ど
】

8
8

(9
)

京
都

の
食
文
化
【京

料
理
、
和
菓
子
な
ど
】

9
9

(1
0)

大
阪

の
食
文
化
【お

好
み

焼
き
、
た
こ
焼
き
な
ど
】

10
10

(1
1)

神
戸

の
食
文
化
【洋

食
、
洋
菓
子
、
神
戸
ビ
ー
フ
な
ど
】

11
11

(1
2)

日
本

酒
文
化
【灘

・伏
見
】

12
12

(1
3)

天
橋

立
13

13
(1
4)

東
尋

坊
14

14
(1
5)

鳴
門
の
う
ず
し
お

15
15

(1
6)

琵
琶

湖
16

16
(1
7)

瀬
戸

内
海

17
17

(1
8)

日
本

海
18

18
(1
9)

吉
野

山
19

19
(2
0)

嵐
山

20
20

(2
1)

六
甲

山
21

21
(2
2)

美
山

の
茅
葺

22
22

(2
3)

生
態

系
保
全
活
動
【コ

ウ
ノ
ト
リ
を
守
る
会
な
ど
】

23
23

(2
4)

吉
本

新
喜
劇

24
24

(2
5)

宝
塚

歌
劇
団

25
25

(2
6)

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
【京

都
映
画
村
、
伊
賀
忍
者
村
な
ど
】

26
26

(2
7)

ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・ス

タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

27
27

(2
8)

ス
ポ
ー
ツ
施
設
【甲

子
園
球
場
、
花
園
ラ
ク
ビ
ー
場
な
ど
】

28
28

(2
9)

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
【京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
日
本
橋
C
G
ア
ニ
メ
村
な
ど
】

29
29

(3
0)

日
本

橋
電
気
街

30
30

(3
1)

神
戸

異
人
館

31
31

(3
2)

都
心

部
の
繁
華
街
【大

阪
・
梅
田
、
京

都
・河

原
町
、
神
戸
・元

町
な
ど
】

32
32

(3
3)

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
【り

ん
く
う
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
な
ど
】

33
33

(3
4)

美
術

館
・博

物
館
【京

都
国
立
近
代
美
術
館

、
京
都
国

立
博
物
館
、
大
阪

市
立
美
術
館
な

34
34

(3
5)

水
族

館
【海

遊
館
、
鳥
羽
水
族
館
な
ど
】

35
35

(3
6)

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
【
白
浜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
姫
路
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
な
ど
】

36
36

(3
7)

温
泉

街
【有

馬
、
白

浜
、
城
之

崎
、
湯
村
な
ど
】

37
37

(3
8)

先
端

医
療
・バ

イ
オ
産
業

【京
都
バ
イ
オ
シ
テ
ィ
構
想
、
神
戸
医
療
産
業

都
市
構
想
な
ど
】

38
38

(3
9)

先
端

技
術
研
究
集
積
地
【
関
西
学
研
都
市
、
西
播
磨
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
な
ど
】

39
39

(4
0)

阪
神

間
湾
岸
部
の
産
業
集

積
：
パ
ネ
ル
ベ
イ

40
40

(4
0)

ロ
ボ
ッ
ト
産

業
【関

西
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
推
進
会
議
】

41
41

(4
1)

環
境

技
術
産
業
【太

陽
光
発
電
な
ど
】

42
42

(4
3)

高
度

先
端
技
術
産
業
【
ＩＴ
・通

信
、
ナ
ノ
テ
ク
・新

素
材
な
ど
】

43
43

(4
4)

独
自

技
術
を
持
つ
中
小
企
業
【東

大
阪
の

中
小
企
業
群
な
ど
】

44
44

(4
5)

世
界

的
に
有
名
な
独

自
の
地
場
産
業
【福

井
の
メ
ガ
ネ
な
ど
】

45
45

次
�

Q
1
0

今
あ
な
た
が
「
関
西
」
と
聞
く
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
文
章
で
な
る
べ
く
詳
し
く
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
(F
A
)

＊
こ
こ
で
い
う
「関

西
」と

は
、
上
記
の
通

り
、
大
阪
府
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
滋

賀
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
福
井
県
、
三
重
県

、
徳
島
県

を
含

ん
だ
2府

7県
の
エ
リ
ア
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

２
０
０
文
字
の
ス
ペ
ー
ス

次
�

Q
1
1

で
は
、
来

日
す
る
前
は
ど
う
で
し
た
か
。

①
来
日
す
る
前
に
、
「関

西
」
に
つ
い
て
よ
い
印
象
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
文
章
で
な
る
べ
く

　
詳
し
く
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
(F
A
)

２
０
０
文
字
の
ス
ペ
ー
ス

②
来
日
す
る
前
に
、
「関

西
」に

対
し
て
よ
い
印
象

を
お
持
ち
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
か
ら
で
す
か
。

　
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
（Ｍ

Ａ
）

1
関
西
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

7
旅
行
関
係
の
サ
イ
ト
を
見
て

2
旅
行
や
留
学
・就

職
関
係
の
本

や
雑
誌
を
読
ん
で

8
旅
行
関
係
以
外
の
サ
イ
ト
を
見
て

3
旅
行
や
留
学
・就

職
関
係
以
外

の
本
や
雑
誌
を
読
ん
で

9
日
本
人
の
友
人
・知

人
か
ら
話
を
聞
い
て

4
関
西
を
取
り
上
げ
た
テ
レ
ビ
を
見
て

1
0

日
本
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
友
人
・知

人
か
ら
話
を
聞
い
て

5
関
西
を
取
り
上
げ
た
映
画
を
見
て

1
1

そ
の
他
（　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

6
学
校
で
話
を
聞
い
て

1
2

何
と
な
く

次
�

③
逆
に
、
来
日
前
に
「関

西
」つ

い
て
悪
い
印
象
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
文
章
で
な
る
べ
く

　
詳
し
く
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
(F
A
)

２
０
０
文
字
の
ス
ペ
ー
ス

④
来
日
す
る
前
に
、
「関

西
」に

対
し
て
悪
い
印
象
を
お
持
ち
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
か
ら
で
す
か
。

　
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
（Ｍ

Ａ
）

1
関
西
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

7
旅
行
関
係
の
サ
イ
ト
を
見
て

2
旅
行
や
留
学
・就

職
関
係
の
本

や
雑
誌
を
読
ん
で

8
旅
行
関
係
以
外
の
サ
イ
ト
を
見
て

3
旅
行
や
留
学
・就

職
関
係
以
外

の
本
や
雑
誌
を
読
ん
で

9
日
本
人
の
友
人
・知

人
か
ら
話
を
聞
い
て

4
関
西
を
取
り
上
げ
た
テ
レ
ビ
を
見
て

1
0

日
本
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
友
人
・知

人
か
ら
話
を
聞
い
て

5
関
西
を
取
り
上
げ
た
映
画
を
見
て

1
1

そ
の
他
（　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

6
学
校
で
話
を
聞
い
て

1
2

何
と
な
く

次
�

Q
1
2

来
日
後
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

①
来
日
し
て
み
て
、
「関

西
」に

つ
い
て
よ
い
印
象
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、

　
文
章
で
な
る
べ
く
詳
し
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
（Ｆ

Ａ
）

２
０
０
文
字
の
ス
ペ
ー
ス

②
逆
に
、
来
日
し
て
み
て
、
「関

西
」に

つ
い
て
悪
い
印

象
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

　
文
章
で
な
る
べ
く
詳
し
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
（Ｆ

Ａ
）

２
０
０
文
字
の
ス
ペ
ー
ス

次
�

Q
1
3

総
合
的
に
考
え
て
、
来
日

し
て
み
て
、
関
西
の
イ
メ
ー
ジ
は
良

く
な
り
ま
し
た
か
、
そ
れ
と
も
悪
く
な
り
ま
し
た
か
。

1
良
く
な
っ
た

2
や
や
良
く
な
っ
た

3
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
・
変
ら
な
い

4
や
や
悪
く
な
っ
た

5
悪
く
な
っ
た

次
�

100
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Q
1
7

①
関

西
に
行

く
と
す
れ

ば
ど
こ
に
行

っ
て
み

た
い
で
す
か
。
次

の
中

で
行

っ
て
み

た
い
府
県

を
す
べ
て
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
(M

A
)

②
そ
の

中
で
、
も
っ
と
も
行

っ
て
み

た
い
府

県
を
1
つ
だ
け
お
知

ら
せ

下
さ
い
。
(S
A
)

① す べ て

② ひ と つ

(1
)

大
阪

府
1

1
(2
)

京
都

府
2

2

(3
)

兵
庫

県
3

3
(4
)

滋
賀

県
4

4
(5
)

奈
良

県
5

5
(6
)

和
歌

山
県

6
6

(7
)

福
井

県
7

7
(8
)

三
重

県
8

8
(9
)

徳
島

県
9

9
(1
0
)

ひ
と
つ
も
な
い

1
0

1
0

次
へ

大
阪

�

�
�

大
�

�

和
歌

山
�

奈
良

�

�
�

�

京
都

�

徳
島

�

福
井

�

徳
島

県

兵
庫

県

京
都
府

滋
賀

県

三
重

県

奈
良

県

和
歌

山
県

大
阪
府

福
井

県

大
阪

�

�
�

大
�

�

和
歌

山
�

奈
良

�

�
�

�

京
都

�

徳
島

�

福
井

�

徳
島

県

兵
庫

県

京
都
府

滋
賀

県

三
重

県

奈
良

県

和
歌

山
県

大
阪
府

福
井

県

Q
1
8

関
西

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
当

て
は
ま
る
も
の
を
す
べ

て
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
（
M
A
)

1
街

が
き
れ

い
2

治
安

が
い
い

3
マ
ナ
ー
が
い
い

4
外

国
人
に
暖

か
い

5
標

識
や
駅

の
表

示
な
ど
、
外

国
語

表
示

が
多

い
6

外
国

人
向

け
の

観
光

案
内

や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
多

い

7
交

通
事
情
が

よ
い

8
観

光
名
所

が
多
い

9
自

然
が
多

い
1
0

文
化

的
な
も
の

が
多

い
・
文

化
に
お
金

を
か

け
る

1
1

行
政

手
続

が
シ
ン
プ
ル

・
分

か
り
や

す
い

1
2

外
国

人
へ

の
就

職
斡

旋
な
ど
支

援
が

充
実

し
て
い
る

1
3

街
が
汚

い

1
4

治
安

が
悪

い
1
5

マ
ナ
ー
が
悪

い
1
6

外
国

人
に
冷

た
い

1
7

標
識

や
駅

の
表

示
な
ど
、
外

国
語

表
示

が
少

な
い

1
8

外
国

人
向

け
の

観
光
案

内
や

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
少

な
い

1
9

交
通

事
情

が
悪
い

2
0

観
光

名
所

が
少
な
い

2
1

自
然

が
少

な
い

2
2

文
化

的
な
も
の

が
少

な
い
・
文

化
に
お
金

を
か

け
な
い

2
3

行
政

手
続

が
複
雑

・
分
か

り
に
く
い

2
4

外
国

人
へ

の
就

職
斡

旋
な
ど
支

援
が

少
な
い

2
5

そ
の

他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

2
6

特
に
な
い

次
へ

Q
1
9

現
在

、
「
関

西
」
つ
い
て
の
情

報
は

ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か

ら
入
っ
て
き
ま
す
か
。

当
て
は

ま
る
も
の

を
す
べ
て
お
知

ら
せ
下

さ
い
。
（
M
A
)

1
日

本
人
向

け
の

テ
レ
ビ

6
外

国
人

向
け
の

テ
レ
ビ

1
1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

2
日

本
人
向

け
の

新
聞

7
外

国
人

向
け
の

新
聞

1
2

日
本

人
の

友
人

・
知

人

3
日

本
人
向

け
の

雑
誌

8
外

国
人

向
け
の

雑
誌

1
3

外
国

人
の

友
人

・
知

人
4

日
本

人
向

け
の

ラ
ジ
オ

9
外

国
人

向
け
の

ラ
ジ
オ

5
日

本
人
向

け
の

フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
1
0

外
国

人
向
け
の

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

1
4

そ
の

他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

�
�

は
�

�
で
す
。
�
�

�
�
り
が

と
う
�
�
い
ま
し
た
。
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①
基
本
属
性

⑦
関

西
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上

研
究
会
が
掲
げ
る
「
H
an
ay
ak
a　

Ｋ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｉ」
に
対

す
る
評
価

・
「
H
an
ay
ak
a　

Ｋ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｉ」
と
い
う
言

葉
か

ら
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
連

想
す
る
か
・
ど
の

よ
う
な
関

西
を
思

い
浮

か
べ

る
か

・
年
代
、
出
身
国
、
在
日
期
間

・
「
H
an
ay
ak
a　

Ｋ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｉ」
と
い
う
言
葉
の
興
味
・
関
心
、
好
意
、
現
状
と
の
適
合
性
と
そ
の
理
由

・
来
日
理
由

・
「
H
an
ay
ak
a　

Ｋ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｉ」
の

英
訳

と
し
て
何

が
適

切
か

・
居
住
地
と
し
て
関
西
を
選
ん
だ
理
由

・
関
西
の
ブ
ラ
ン
ド
資
産
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
け
ば
い
い
と
考
え
る
か

・
関
西
以
外
で
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
場
所

・
現
状
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
対
す
る
評
価

・
関
西
内
で
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
府
県
、
具
体
的
場
所
、
今
後
訪
れ
た
い
場

所

⑧
自

国
、
他

の
国

で
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
知
っ
て
い
る
も
の

②
来
日
前
の
関
西
の
印
象
、
何
か
ら
そ
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
か

・
自

国
、
出

身
地

域
で
海
外
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
知
っ
て
い
る
も
の

＊
最
初
に
、
関
西
＝
大
阪
府

、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
滋
賀
県
、
奈
良
県
、
和
歌

山
県

、
福

井
県

、
徳

島
県

で
あ
る
こ
と
を
説

明
　
自

国
以

外
で
の

取
り
組
み
と
し
て
知

っ
て
い
る
も
の

・
良
い
点
、
悪
い
点

例
）
●

●
の

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
た
た
め
、
そ
の
地
域
に
対
す
る
海
外
（
特
に
ア
ジ
ア
か
ら
）
の

関
心

が
高

ま
っ
た
、
等

・
母
国
で
は
、
関
西
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に
教

え
ら
れ

て
い
る
か

・
そ
れ

ら
に
関

し
て
効
果
が
あ
る
と
思
う
か
、
ど
の
点
で
効
果
が

あ
る
と
思
う
か
、
効
果
の
レ
ベ
ル
は
ど
の
程
度
か

・
そ
も
そ
も
母
国
で
関
西
の
こ
と
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
か

・
成

功
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
は
何
と
考
え
る
か

・
関

西
に
関

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
点
が
参
考
に
な
る
か

③
実
際
に
住
ん
で
み
て
印
象
が

変
っ
た
点
、
何
か
ら
そ
の
よ
う
な
印
象
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か

・
良
く
な
っ
た
点

、
悪

く
な
っ
た
点

⑨
関

西
と
近

畿
の

イ
メ
ー
ジ
の
違
い

・
「
関

西
」
と
い
う
場
合
と
「
近
畿
」
と
い
う
場
合
で
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
は
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
違
い
か

④
日
常
の
接
触
メ
デ
ィ
ア
（
普
段
、
読
ん
で
い
る
も
の
、
見
て
い
る
も
の
、
聞
い
て
い
る
も
の

は
何

か
）

・
自

国
で
は

ど
ち
ら
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か

・
日
本
人
向
け
の
メ
デ
ィ
ア
、
外
国
人
向
け
の
メ
デ
ィ
ア
に
分
け
て
確
認

・
今

後
「
関

西
」
で
統
一
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か

⑤
関
西
の
こ
と
を
母
国
の
方
に
説
明
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か

・
良
い
点
（
魅
力
点
）
、
悪

い
点

・
関
西
に
つ
い
て
、
知
ら
れ
て
い
な
い
・
誤
解
さ
れ
て
い
て
、
も
っ
た
い
な
い
と
思

う
点

は
あ
る
か

・
関
西
の
広
報
担
当
で
あ
る
と
す
る
と
、
母
国
に
対
し
て
何
を
広
報
す
る
か

・
関
西
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は

？
と
母
国
の
方
に
聞
か
れ
る
と
、
何
と
答
え
る
か

→
歴
史
・
文
化
、
環
境
（
へ
の
配
慮
）
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
も
の
づ
く
り
　
の

４
つ
の

観
点

に
つ
い
て
回

答
を
得

る

⑥
関
西
に
対
し
て
、
よ
り
多
く
の
母
国
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
、
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は

、
ど
の

よ
う
な
施

策
と
考

え
る
か

・
支
援
策

・
情
報
提
供
→
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
で
ど
の
よ
う
な
情
報
を

�
ア
�
ン
�
内

�
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【参考文献】 

○『歴史に学ぶ』       上田正昭氏著（学生社） 
○『関西を創造する』     千田 稔氏編（和泉書院） 

○『大阪ブランド資源報告書』 大阪ブランドコミッティ 

○『大辞林』（三省堂） 

○『首都圏在住で、過去 1年間で関西に旅行した経験のある人を対象にしたアンケ

ート調査』（近畿運輸局 2007 年 12月調べ） 

 

【写真提供】 

・P22 飛鳥の里      近畿日本鉄道株式会社 
・P23 阿波踊り      徳島県観光協会 
・P23 伊勢神宮      近畿日本鉄道株式会社 
・P23 お水送り      小浜市観光交流課 
・P24 串本のサンゴ    和歌山県広報室 
・P24 水上バス      大阪水上バス株式会社 
・P25 川端内部      高島市商工観光課 
・P25 プラズマディスプレイ工場 パナソニック株式会社 
・P27 京料理      京都料理組合 
・P28 マンガの壁     京都国際マンガミュージアム 
・P28 CrIS 関西ロゴ    社団法人関西経済連合会 
・P30 人工衛星「まいど１号」  東大阪宇宙開発協同組合 
・P31 S Pring-8      財団法人高輝度光科学研究センター 
 

【海外から見た関西のイメージに関する調査】 

調査委託先 株式会社電通 関西支社 
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 メンバーリスト 
＜研 究 会＞                              （順不同・敬称略） 

座 長 アートコーポレーション 専務取締役・経営企画室長 村 田 省 三 

副座長 サントリー文化財団 上席研究フェロー 佐 藤 友美子 

 西日本電信電話 総務部企画担当部長 冨 森 浩 治 

アドバイザー 京都嵯峨芸術大学 芸術学部観光デザイン学科教授 坂 上 英 彦 

顧 問  殷 良 井 堀 長事理 会協紀世12阪大 

 

メンバー ＮＨＫ大阪放送局 事業部長            畑  田 幸  弘 

 大阪ガス 秘書部経営調査室課長 近 藤 誠 一 

 がんこフードサービス 常務取締役・企画本部長 小 嶋 達 典 

 関西電力 秘書室マネジャー 大 西 健太郎 

 近畿日本ツーリスト  関西営業本部部長 小  林  広  幸 

 近畿日本鉄道 企画統括部 営業企画部長 西 崎   一 

 明 宏 戸 神 長課部務業 所鋼製戸神 

 サントリー  （大阪 21世紀協会 総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ） 佐々木 洋 三 

 ＪＴＢ西日本 交流文化部 営業開発課長 熊 野 宏 彦 

 日本旅行 西日本営業本部ソリューション営業部担当部長 永 井 明 雄 

 パナソニック 秘書グループ 関西財界担当参事   飛  河 智  生 

 阪急電鉄 運輸部副部長 山 中 直 義 

 阪神高速道路 経営企画部次長 平 田 修 身 

 

オブザーバー 近畿経済産業局 参事官･産業部サービス産業室長 高 木 英 彦 

 近畿経済産業局 通商部･投資交流促進課長 児 玉 桂 子 

 近畿地方整備局 建政部計画管理課長 峰 村 浩 司 

 近畿運輸局 企画観光部長 吉 田 晶 子 

 関西広域機構 文化･観光事業本部観光企画部長 森     正 

 歴史街道推進協議会 メインルート事業部長 森  𠮷  康  雄  
 

事務局  志 剛 内 竹 事理務常 会合連済経西関  

 之 素 竹 安 長部業産 会合連済経西関   

 子のそ 村 梅 長次部業産 会合連済経西関 

 隆 義 宮 加 事参部業産 会合連済経西関 

 関西経済連合会 地域連携部長 藤 原 幸 則 

 関西経済連合会 地域連携部次長 日 高 明 子  

 関西経済連合会 地域連携部副参与 中 澤 昌 弘 

 関西経済連合会 地域連携部参事 西 村 もゆる 
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＜コア・コンセプト検討会議＞                      

京都大学                  名誉教授 上 田 正 昭 

田 千 長館        館報情書図立県良奈    稔 

 人 真 田 生 授教                学大館命立 

 兵庫県立大学     正 恵 藤 加 授教      

 大阪 21世紀協会           理事長 堀 井 良 殷 

 三 省 田 村 長座 会究研上向力ドンラブ西関 
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会合開催実績 

 開催日 テ ー マ ／ 講 師 

第１回 ４月11日 研究会の進め方について 

第２回 ５月19日
論点整理とアウトプットイメージの明確化 

マーケティング調査について 

第３回 ６月10日

コア・コンセプトの検討体制について 

関西のブランド事例 

地域のブランド活動の紹介 

 (1)京都商工会議所 「京都 都市格」 

(2)神戸商工会議所 「デザイン都市神戸」 

(3)大阪商工会議所 「大阪食彩ブランド」 

第４回 ７月８日

関西のブランド資源一覧についての説明 

「首都圏からみた関西のイメージ、ブランドとは」 

(1)JTB パブリッシング 取締役編集制作本部長 鳥澤 誠氏 

(2)交通新聞社『旅の手帖』編集長 中村直美氏 

第５回 ８月６日

他団体におけるアクション・プランの紹介～情報発信の現状～

行政機関と当研究会との連携について 

「九州観光戦略 広域での魅力づくりと発信」 

九州観光推進機構 事業本部長 大江英夫氏 

第６回 ９月９日
コア・コンセプトについて 

ブランド研究の中間とりまとめ（初稿）について 

第７回 10月10日

「関西ブランドを活かした集客促進策の具体提案」 

京都嵯峨芸術大学教授 坂上英彦氏 

要旨、コンセプト、アクション･プランについて 

関西のイメージに関する調査について 

ビジット・ジャパン・キャンペーンについて 

第８回 11月13日
「資源を磨く」「ブランドとして発信する」「集客促進」の 

各アクションについて  

第９回 12月10日
「海外から見た関西のイメージに関する調査」報告（電通） 

「ブランド力向上アクション」「集客促進アクション」について

第 10 回 １月16日 報告書（案）について 

第 11 回 ２月17日 報告書（案）について 
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＜コア・コンセプト検討会議＞ 

第１回 ７月30日 コア･コンセプトについて意見交換 

第２回 ９月４日 コア･コンセプトまとめについて意見交換 

 

 

＜ブランド体験会＞ 

体験会 ８月21日 「水の回廊」巡り（八軒家浜より水上バス） 
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